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ホリスティックという言葉とは


 Holisticという言葉は、もともとホーリズム（holism）※1の形容詞から生まれました。ギリシャ語のholos（全体）を語源としていて、そこから派生した言葉にwhole,heal,holy,health…などがあり、健康（health）という言葉自体がもともと『全体』に根ざしています。

現在、「ホリスティック」という言葉は、「全体」「関連」「つながり」「バランス」といった意味をすべて包含した言葉として解釈されています。的確な訳語がないため、そのまま「ホリスティック」という言葉が使われていますが、意味する内容は決して新しく輸入された考えではなく、もともと東洋に根づいていた包括的な考え方に近いものといえます。 

人間の生を「いのちの営み」として、ありのまま全体を見つめ、限界や欠如も含めて尊重する姿勢がホリスティックであり、ホリスティック医学をひと言でいうならば、人間をまるごと全体的にみる医学といえます。健康や癒しとは本来、身体だけでなく目に見えない精神・ 霊性も含めた人間の全体性と深く関係があります。これは、病気だけに限定されるものではなく、人生の中の生老病死というステージを考え、病を癒 していくなかに関連する、あらゆる分野の「癒し」も大切に考えるということです。　　

したがって、ホリスティックな健康とは、「病気でない状態が健康である」という否定的な 定義や「血液や尿や細胞組織の検査結果が正常値の範囲以内であれば 健康である」という消極的な定義ではありません。『 精神・身体・環境がほどよく調和し、与えられている条件において最良 のクオリティ・オブ・ライフ（生の質）を得ている状態 』を健康と考える、より積極的な状態のことです。
 
※1　ホーリズム（holism）
1926年にジャン・クリスチャン・スマッツという思想家が「ホーリズム（holism）と進化」という著作の中で「holism」の形容詞として、初めて「Holistic」という造語を使いました。これは、アリストテレスの「全体とは部分の総和以上のなにかである」という表現に代表される還元主義に対立する考え方で、臓器や細胞などといった部分に分けて研究し、それを総合したとしても、人間全体をとらえることはできない。現実の基本的有機体である全体は、それを構成する部分の総和よりも存在価値があるという理論であり、同時に、一固体は孤立に存在するのではなく、それをとりまく環境すべてと繋がっていると考え方です。

（日本ホリスティック医学協会よりの抜粋）
























二〇一〇年四月十一日・広島事務局再生


日本ホリスティック医学協会・広島事務局の初代事務局長は、津谷内科呼吸器科クリニック理事長の津谷隆史先生であった。

■　津谷先生のプロフィール

広島大学医学部第二内科助手・スウェーデン カロリンスカ研究所、中国労災病院 呼吸器科部長を経て平成12年 津谷内科呼吸器科クリニック開設。現在は理事長職。※医学博士※日本内科学会認定内科医※日本呼吸器学会専門医、指導医※日本医師会認定産業医※日本渡航医学会　認定医療職

津谷先生の後、事務局長を引き継いだ山本医師の死去により、一時期広島事務局は閉鎖となっていた。





事務局長就任時のプロフィール


新事務局長・清水正弘プロフィール

1960年兵庫県姫路市生まれ。「健康」と「山歩き」「旅」のプロとして国内外での「健康山歩き講座」を企画・同行したり、紀行作家として旅エッセイやガイド本を発表したりする、マルチ分野の行動人。北極点到達やエベレスト遠征、タクラマカン砂漠踏査や河口慧海師の足跡を訪ねる調査隊に参加したりと、その活動範囲は地球サイズである。20歳の時、ダライ・ラマ14世に個人的に出逢ったことが、世界の山岳辺境・秘境地域への限りない情熱の源泉となる。

鍼灸師・日本ホリスティック医学協会会員・日本山岳ガイド協会認定登山ガイド・
日本ユニセフ協会広島支部・評議員・同志社大学探検会・山岳会会員 

■　著書

「アジアの聖地はどこかアヤシい」青春文庫
「イラストで歩く・広島の山へ行こう！」 南々社（共著）
「イラストで歩く・関西の山へ行こう！」南々社（監修）
「イラスト版・広島の里山を歩こう！」南々社
「旅の達人・地球を歩く」南々社 

■　ホリスティック的ライフスタイルの重要性

現在私が、日本よりの訪問団を数多くコーディネートしているヒマラヤの国・ネパールでは、政治・経済状況は国際的にみても充実度が高いとはいえないでしょう。しかし、住民の多くの「幸福感」の獲得度においては、日本を含めた先進国諸国に居住している住民よりも確実に高いと感じるのです。

それは、人間の「幸福感」というものは、社会的システムのインフラ整備や書面上の法整備などの確立や拡充に起因する以上のものがあるからだと思います。世界の辺境や秘境と呼ばれる土地に住む人々の多くは、大自然の厳しさと優しさに常に対峙した生活を送っています。母なる大地からの恩恵を謙虚に享受すると同時に、自然の畏怖心を喪失してはいません。

そして、人間と人間の絆という、目には見えない、「安心のセイフティーネット」が、彼らの幸福感の下支えをしているのでしょう。さらには、共同体レベルで共有する「霊性を重んじる生活」が、幸福感の密度を濃くしていると強く感じられます。

彼ら、世界の辺境や秘境に住む人々の生活にあって、私たちの住む日本の現代社会にないものは、
「てごたえのある幸福感」ではないかと感じます。私たちは、大量な生産・大量の消費・大量に流れる情報・大量に発生する苛立ち、そして大量に喪失する幸福感という、現代社会が抱える見えない病理に苦しんでいるのではないでしょうか。

私がこれまでに訪問してきた、ヒマラヤの山麓の遊牧民やグリーンランドの極寒の漁村、インドネシア領ニューギニアのジャングルに住む高地人などなど、自然と対峙しながら「霊性」を重んじる人々の生活から、現代社会の病理解析、解決へのヒントを見出すことができるのではないかと思います。

私は、そのような「霊性」を重んじる人々の生活の場所への旅を、これまでも企画実施してきました。それらの旅は、現代における「転地療法」でもあり、「養生の旅」であると自負しています。これからも、ホリスティック的ライフスタイルの提案者であり続けたいと願っています。






広島事務局再生への準備（健康フォーラム開催など）
二〇一〇年四月に広島事務局を再生させる準備段階として、さまざまな話し合いなどがおこなわれていた。その上で二〇〇九年に健康フォーラムという名目にて、事務局再生前の告知的な記念行事開催を予定した。

この健康フォーラムの開催には、当時の日本ホリスティク医学協会福岡支部からの協力もあり、講師は鹿児島県指宿にて開業されている女医の原田先生であった。会場は、広島まちづくり交流プラザ（百十名収容）であった。






二〇〇九年開催・健康フォーラム











タイトル：
自然治癒力を高め、健康に生きる！

講師：原田美佳子
プロフィール：
　財団法人メディポリス医学研究財団附属医院院長。大分県出身。熊本大学医学部卒。日本外科学会専門医、鹿児島大学心療内科臨床教授、アリゾナ大学統合医療アソシエートフェロー。熊本大学小児外科・移植外科、熊本市民病院外科、帯津三敬病院などを経て、2007年より現職。

講演要旨：
　医学の発達により、感染症や救急疾患・外科手術などの治療法が飛躍的に進歩した一方で、アレルギー疾患・生活習慣病・こころの病気など、西洋医学のみでは対応できない病気が増えてきています。アリゾナ大学のアンドルー・ワイル博士は西洋医学一辺倒の現状に警鐘を鳴らし、生活習慣を改善し、適切な健康法や治療を取り入れる「統合医療」を提唱しています。

現代の生活は、飽食・運動不足・情報過多・人工的な空間などに代表されますが、食生活を変え、適切な運動を行い、自然と親しみ、ストレス解消法を知り、リラクゼーションを日常的に行うことで、生活の質が変化していきます。また、病気になった時も、やみくもに病気を排除するのではなく、病気のもたらす意味に気づき、人間に生来備わっている「自然治癒力」を高めることで、病気に様々な側面からホリスティック（全人的）に対応していきます。今回は、すでに全米40以上の医学部で正式カリキュラムとして採用されている統合医療の内容と、メディポリス指宿での実際の取り組みをご紹介します。




























二〇一〇年度における企画案


















二〇一〇年一月十三日
（協会福岡支部の主催）











心の治癒力の上手な引き出し方

講師：黒丸尊治

※広島事務局再生への序章として、会場は広島市内だが、主催は協会福岡支部というスタイルにての開催となった。講師にお呼びしたのは、元・日本ホリスティック医学協会会長の黒丸先生であった。このイベントのことを、清水が代表を務める会のブログにて記載されている。

昨日の午後は、日本ホリスティック医学協会の健康フォーラムが、広島市西区区民文化センターでおこなわれました。この健康フォーラムは、一年に４回開催しています。今回は、彦根市立病院のがん緩和科の部長で、日本ホリスティック医学協会関西支部長の、黒丸先生を講師にお招きし、ご講演と実践（ホリスティック・コミュニケーション）をご紹介いただきました。上の写真は、その実践編の際の写真です。参加者は約60名の方々でした。いつものように、私は司会を務めさせていただきました。ご講演のレジュメの一部をご紹介しましょう。

■　心の治癒力の上手な引き出し方
　　～ホリスティックコミュニケーションの実際～ 

１）心の治癒力とは

　１，自分を癒す力　　　２，身体症状や病気を改善させる力
　３，問題を解決する力　４，困難を乗り越える力　５，幸せを感じる力 

２）心の癖を知る

　１，人は誰でも様々な思いこみを持っている　
　２，問題が出てくると、その原因に目を向けようとする　
　３，人は瞬時に快か不快かを感じることができる　
　４，努力しなければ問題は解決できないと思っている
　５，相手に問題がある場合、なんとか相手を変えようと思う　
　６，「できそうもない」と思うことはできない　
　７，いつもしていることは癖や習慣になる 

３）心の治癒力を引きだすためのポイントを知る

　１，人は認めて欲しい、わかって欲しいと思っている　
　２，「べき」思考が緩むと、気持ちが楽になる　
　３，「できていること」に目を向けると快が生まれる　
　４，うまくいっているイメージが持てると快が生まれる　
　５，質問の仕方により、目を向けるところが変わってくる　
　６，「それならできそうだ」と思えることはできる　
　７，行動を起こすと、ものの見方や考え方、感情に変化が現れる　
　８，成功体験の蓄積により、ものの見え方が変わってくる
　９，知らない情報や意外性のある話は、その人の考え方に影響を及ぼす
　10，努力ではなく「きっかけ」により人は変わる
　11，人は褒められたり、よい評価をして欲しいと思っている　
　12，快不快刺激は、免疫系や自律神経系にも影響を与える　
　13，感謝の思いが持てるようになると人は変わる


























二〇一〇年〇三月〇五日・津谷先生による健康セミナー開催











2010年03月05日　日本ホリスティック医学協会　広島地区主催

健康セミナー（当日の案内文面より）

演題　：　早寝　早起き　良い習慣　～睡眠障害と生活習慣病～

講師　：　津谷隆史先生　　　津谷内科呼吸器科クリニック院長
　　　　　元・日本ホリスティック医学協会広島事務局長

■本日のスケジュール
■日本ホリスティック医学協会　紹介映像の上映　（5分）
■開会のごあいさつ　　　　　　　清水正弘　　　
日本ホリスティック医学協会広島地区運営委員

■健康セミナー　ご講演　　　　　津谷隆史先生　（90分）
　　　　※　配布資料をご参照下さい。

■　質疑応答　　　　　　　　　　　　　　　　　　（10分程度）
■日本ホリスティック医学協会広島地区からのご案内

※セミナー終了後は、有志参加にての懇親会なども予定しています。ぜひ、ご参加下さい。
※受付時にお渡ししている、ご来場者カードをご記入されましたか？今後、各種フォーラムやセミナー、また関連行事などのご案内を差し上げます。

※下記は、当日のレポート文から。

本日、日本ホリスティック医学協会・広島地区主催の健康セミナーがありました。講師には、牛田にある津谷クリニックの理事長である津谷先生に来ていただき、睡眠障害と生活習慣病との因果関係などについてお話をいただきました。さらに先生は、イランの毒ガス被害者への支援活動も展開されており、そのお話などもお聞きいたしました。

参加者は総数３８名の方。スタッフを入れますと40名を超える盛況なセミナーとなりました。参加者のかたがた、ありがとうございました。セミナー修了後の懇親会では、山歩きがお好きな津谷先生を囲んだ、里山歩きの交流会を実施しよう！との話で、盛り上がりました。話だけでは終りたくないので、必ず近日中に実施いたします。

野外を歩きながら、医療の先生からお話をお聞きする・・・、まさに、私がひとつの理想とする、養生ハイキングのあり方でもあります。














二〇一〇年四月十九日健康フォーラム開催




■　講師：安保徹　（あぼとおる）先生

　略歴；

新潟大学大学院医歯学総合研究科　免疫学・医動物学　教授
1947年　青森県東津軽郡に生まれる。
1972年　東北大学医学部卒。
1980年　アメリカ･アラバマ大学留学中に「ヒトNK細胞抗原CD57に対するモノクロナール抗体」を作製。
1990年　胸腺外分化T細胞を発見。
1991年　新潟大学医学部教授。
1996年　白血球の自律神経支配のメカニズムを世界で初めて解明。
2000年　マラリア感染の防御は胸腺外分化Ｔ細胞によって行なわれることを発見。

＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝

広島ひとづくり交流プラザにて、日本ホリスティック医学協会が主催する健康フォーラムが開催されました。写真は、その受付の様子です。ご入場者はスタッフも含めると130名近くになっていたと聞きます。非常に盛況だったようです。



































協会発行の冊子への寄稿文・その１

ヒマラヤから里地・里山まで　『心身の養生場づくり』



～ホリスティック・ツーリズムの夜明け～　
　　　　　　　　　広島事務局長　清水正弘

私の登山歴は18歳から始まります。現在、プロの山岳ガイドと鍼灸師である私は、単なる登山やトレッキングの目的地として、ヒマラヤなど世界の山岳辺境地域と付き合ってきた訳ではありませんでした。「場としてのヒマラヤ」は、その地を訪れるあらゆるタイプの人を、深遠さと温かさ、そして豊穣さをもって抱擁してくれるのです。

また、中国を発祥とする鍼灸の基礎には、移り行く自然の変化とわが心のありかを、皮膚感覚で対峙させる中で生まれた独特の自然観や宇宙観を構築してきました。古代中国の人は、人間の体を小宇宙とみなし、「気」という肉眼では見えないエネルギーが出入りする磁場を「ツボ」と呼んだのです。私たちの住む星・地球にも、人間の体と同様に磁場としてのツボが存在すると思うのです。

こちらは、人間への癒しと明日ヘの活力を発するエネルギーを流入してくれる土地といっていいでしょう。多くは辺境の地にあり、悠久でかつ厳しい自然環境下にあります。文明の恩恵をあまり受けておらず、人々の生活はシンプルで余分な欲を膨らませなくてもすむ場所です。そこでは、環境に応じた人々の知恵の結晶である伝統医療が息づいている場所でもあるのです。

呪文を唱えながら治療を施す呪術師のいるボルネオ島の熱帯雨林。薬草と熱した金の針などが治療に使われるヒマラヤ山麓の国・ブータン。祈祷師が崇拝されているアフリカのサバンナ。インディオの薬草知識を伝えるアマゾン奥地の密林地帯など……。それらの土地では、自然の中で心と体のハーモニーを奏でている人たちが住んでいることを我が目で確認してきました。別の表現をすれば、『幸せの在り処』をしっかり見据えている人たちだとも言えるでしょう。

私は、これら伝統医療が息づく辺境の土地は、地球のエコロジカルな調和状態を知る定点観測地ではないかと思い、その『場のエネルギー』を感じる養生の旅を続けてきたのです。「心身の養生場」としてヒマラヤや世界の秘境・辺境地域を捉え直してからは、多くの方をその場へと案内してきました。コンピューターでは管理できない「匂い」や「触感」「味わい」を大切にしながらの、『地球のツボ・世界の秘境辺境』への旅は、今という時代を生きることの意味を探す旅でもあると思います。

「ヒマラヤ養生塾プログラム」では、曙光に淡く輝くヒマラヤを前にしたメディテーション（坐臥や歩き瞑想など）、チベット医学のアムチ（伝統医療従事者）やアーユルベーダの術師からの講習、曼荼羅制作現場の見学、そしてパーマカルチャー的ライフを実践するヒマラヤ山村での滞在などのエッセンスを組み込んできました。同行者の多くは、20歳代～60歳代くらいの女性です。彼女らの行動もなかなかユニークなものです。

朝陽に輝くヒマラヤと気の還流をするのだと、緩やかに太極拳を始める人。乾燥した水牛の糞が点在する牧草地で、ビニールシートを広げていきなりの瞑想タイムに入る人。着ぐるみ状態でブルブル震えながら、満天の星空を見上げ、流れ星の数をいつまでもカウントする人。また、現地の子供達に話しかけ、即席でのネパール・日本友好「歌と踊りの交流会」がはじまったりもします。至るところで笑顔が輝き、笑い声が弾けています。ヒマラヤ養生塾では、時間を厳密に区切ったスケジュールは特には設定していないのです。予測不可能で絶えず移ろう「自然環境」の中で、参加者の「心の環境（その時の気分）」をどう調和させてゆくかがコーディネーター役としての私の腕の見せ所でもあると思っています。

なにも、「心身の養生」や「デトックス（心身の解毒）」を目的とする環境設定は、ヒマラヤなどの圧倒的で壮大な自然環境下だけではないと思っています。古来より日本の各地においては、山、森、巨木、岩、泉、滝、島、岬などには「タマ＝霊」や「カミ＝守」が宿るとされ自然崇拝の対象ともなってきました。里地や里山、里海とは、人間の俗なる生活の場であると同時に、「浄めの場」や「癒しの場」といった、聖なる非日常空間との接点場でもあったのでしょう。

虚心になり森羅万象の恵みの中で歩いていると、体中から娑婆気が抜け山野の香気に全身が洗われる気がする時があります。自然界のささやかではありますが、営々と続いている大いなる命のハーモニー風景に出逢うことにより、身体の隅々にある微細な細胞群が喜びに溢れているのを体得する瞬間があります。その命のハーモニー風景との出逢いとは、ちょっとした刹那で起きる偶発的瞬間なのです。突然降り注ぐ森の木漏れ日に全身が包まれた時や、ふと顔をあげた瞬間に鳥のさえずり音で身体の動きが止まった時などなど。

このように自然界からの恵みを受けながら歩くことは、「見る」「聞く」「匂う」「味わう」「感じる」という五感を新たに研磨できるだけでなく、「何ものかに包まれる」とか「何ものかとつながる」、といった六番目以降の感覚に気づく機会を与えてくれるのかもしれません。里地・里山・里海・里森といった「里」という文字の付く土地は、大切な何かについての気づきの場ではないでしょうか。秒針が刻むリズムで管理される都市に住んでいると、予測不可能な自然から得られる「手応えのある至福感」といったものは、なかなか感じにくくなってきています。

自らの五感や直観で感じる「至福感」は、人間の心身や魂に本来内在されている「自然治癒力」をあるべき姿へと導いてくれる源泉ではないかとも思います。ヒマラヤなど世界の山岳辺境地域から、身近な里地里山での「心身養生の場」の設定・プログラム実践の主目的はここにあります。これまで、山岳・秘境・辺境世界と東洋医学の世界に身を浸してきた者として、『ホリスティック・ツーリズム』の普及活動が、豊かで成熟した社会の構築への一助となればと願っています。






二〇一〇年七月帯津先生による健康フォーラム開催











当日のスケジュール

7月11日の当日のマニュアル

役割分担　：　
　清水　→　総合司会、講師控室での講師への対応担当
　中嶋　→　受付総合チーフ　
　越石　→　受付サブならびに、出入金担当、講師控室セッティング
　※　当日受付補助をあと２名必要。
　※会場側アドバイザーとして中元氏（医師会館勤務）

時系列での進行

　　　１１：３０　スタッフ全員集合　
（１）受付テーブル設置・張り紙設置・講師控室セッティング
　※　中嶋・越石担当
（２）スライドプロジェクターなどの確認・設定（第二部での映像紹介用）
　※　清水担当
　　　１２：００　篠笛奏者・福原氏到着予定
（１）会場舞台での各配確認作業・講師控室への案内
　※　清水担当
　　　１２：３０　帯津先生・到着予定（12：05広島駅到着新幹線→タクシー利用）
（１）講師控室への誘導　
　※　越石担当
（２） 講師控室での対応・福原氏を含め
　 ※　清水担当
　　　１３：００　開場開始　※臨機応変に、多少早く開場しても大丈夫→中嶋判断
　　　１３：２０　講師、福原氏・舞台袖へ誘導→３階かららせん階段にて舞台袖へ
　　　１３：３０　福原氏の篠笛演奏（凛＝りん）開始
　　　１３：３５　演奏終了予定　　→　清水司会あいさつ開始
　　　１３：４０　帯津先生講演開始
　　　１５：００　講演終了　・　休憩開始　・　二部の実技用会場使用都合を告知
　　　１５：１５　第二部開始　・　ホリスティック医学協会紹介映像開始
　　　１５：２０　映像上映終了　清水司会により第二部開始告知
　　　１５：２５　帯津先生・気功実技指導開始
　　　１６：００　実技終了　　→　　　質疑応答時間開始（※帯津先生舞台上）
　　　１６：２５　質疑応答時間終了　　→　　　事務局からのお知らせ開始
　　　１６：３０　お知らせ終了　→　　福原氏による終了演奏開始
　　　１６：３５　演奏終了によって、すべてのプログラム終了
　　　１７：００　遅くともこの時間には、帯津先生は、会場から広島駅へとタクシー乗車必要　
　　　　　　　　　　　※広島駅発　１７：３７分の新幹線乗車ご予定


■　当日の報告レポート（by　清水）

広島事務局・再生第一回健康フォーラム報告
講師・帯津良一先生
演題・「人間・地球・生命　まるごとの医療と養生法」
　　　　　～人間と自然との共生から考える～
開催日：7月11日　広島県医師会館ホールにて

2010年7月11日に向けての取り組みは、昨年6月からすでに始まっていた。日本ホリスティック医学協会・広島事務局創設の歴史は意外にも古い。創設以来からの年数は、ひとときの休局期間を除いても15年以上カウントされている。他の支部や事務局と比べても遜色ない実績年数がある。残念なことに、本年4月までの１年強は、前事務局による不手際もあり、広島事務局は休局を余儀なくされていた。

しかし、広島県のみならず中国地方においての、ホリスティック的活動再開に対する潜在的な要望や希求の声は、その密度をしだいに増幅していたのである。2009年6月から、旧スタッフからの引継ぎヒアリングを重ねながら、広島事務局再生への道筋を模索する作業が始まった。

この作業のプロセスにおいて、福岡事務局長の浜田氏の献身的なサポートが私達の大きな励ましとなっていたことは深く感謝している。そして昨年10月には、アンドリューワイル博士の下で修練を重ねてこられた、鹿児島県にあるメディポリス指宿院長の原田美佳子先生をお招きした健康フォーラム（福岡事務局主催）を広島の地にて開催することができたのである。

再生への準備第一弾のフォーラムであったにも関わらず、60数名の参加者の熱き思いに接することができた。このフォーラムが再生作業への大きな転換点になったことは事実である。フォーラム開催に至るまでの過程において、60数名の参加者のみならず、多くの関係者の方々からの、｢広島事務局再生への、期待と励ましの温かいまなざし｣を強く感じたのである。その温かいまなざしは、事務局再生作業を進める一人ひとりの背中にそっと差し伸べられた、「見えない後押しの手」となっていたのである。

昨年10月以降、｢ヒマラヤ養生塾からの報告セミナー｣、｢関西支部長・黒丸先生による健康フォーラム｣、｢元・広島事務局長、津谷隆史先生による健康セミナー｣、｢免疫学の権威・安保徹先生による健康フォーラム」、｢生活習慣病予防の為の、デトックスハイキング｣、「南アジア伝統医療・アーユルベーダ入門講座」などを隔月ペースにて実施してきた。

開催するごとに、参加者の数もしだいに増加していき、本年4月の安保先生によるフォーラムへは、130名を超える参加者にご来場いただいた。その過程において、しだいに新しい事務局機能のエンジン音が響き始めてきているのを肌で感じ取っていた。

広島事務局の休局期間に、しばらくホリスティック的活動から遠ざかっていた会員の方々の懐かしい顔や声にも接することができた。それ以上に衝撃的だったのは、各行事への参加者の多くが、非会員・一般の方によって占められていたことであった。

「まだまだ、ホリスティック医学協会の存在を知らない方々が多くいる。」
「そして、広島県、中国地方にての啓蒙普及活動の必要性が望まれている。」

当初より、再生準備を進める私たちは、広島事務局主催の再生第一回健康フォーラムには、帯津会長をお呼びすることに照準を合わせてきた。それは、前事務局の負のイメージを一掃すると同時に、広島事務局の活動を一般の人たちに広く告知したいとの強い願いからでもあった。このようなプロセスを経た上で、昨日（7月11日）の健康フォーラムが実施されたのである。

会場設定も、広島の地での統合医療の将来性を見据え、人的ネットワークを駆使して広島県医師会館に設定した。当日のプログラムにも、多少の知恵と工夫を織り交ぜてみた。帯津先生には、失礼を承知の上で、｢ホリスティック的医療と生き方の入門講座｣的な内容にしていただくよう事前にお願いをしていた。そして、｢人間・地球・生命、まるごとの医療と養生法｣というテーマをご了承いただいたのである。

さらに、場のエネルギーを上昇させる工夫を施してみた。フォーラム開始時には、チベット仏教で使用する仏具の鐘の音からスタートさせた。その後に、当地広島の福原一間氏より、和の調べである篠笛（曲名は｢凛（りん）｣）の音色を奏でていただき、場を清浄化していただいた。

そして、帯津先生に清浄化された場にご登壇いただき、｢場の医療」や｢場のエネルギーによる養生」についてのお話をいただいた。主催者側の思いとすれば、単なるご講演だけで終るのではなく、スタッフも含め160名前後の人たちが｢集う場｣の意味を共有できるような環境（時間と空間）を創造したいという思いがあった。

その｢集う場｣そのものが、当日その場にいた人全員を、まるごと包括し、許容し、そして互いに結びつく、プラスのエネルギーを育くむのではないかと思っていたのである。｢人が集う｣ということ自体に、｢人を癒す｣エネルギーが内在されているとも思う。

健康フォーラムや健康セミナーというのは、貴重な話や体験談を聞くというワンウェイでの機会にとどまらず、参加者一人ひとりが｢場を共有｣することによって、｢双方向の結びつき｣を確認する場でありたいと願ってもいる。

広島事務局は、今後一年に4回の健康フォーラム、そして野外や自然の中での開催を含む、複数回の健康セミナーの開催、さらには、地元国立大学医学部健康開発学講座との連携指導を受けながらの、転地療法としてのヒマラヤ養生塾実施への検討を重ねてゆく予定である。

これら、すべての行事が、会員へのサービスにとどまらず、新規会員募集への魅力ある誘導行事展開ともなり、また、「人と人の繋がりの場」づくりとなっていけることを強く願ってもいる。　　

文責：広島事務局長　清水正弘






















































二〇一〇年八月十四日・ホリスティックコンサート開催











中南米エクアドルからの、スピリチュアルな調べを奏でるグループのコンサート情報です。このグループの名前は、シサイ（花が咲く・花が開く）といいます。南米といえばフォルクローレが有名ですが、もちろん彼らもその名手でもありますが、それ以上に、彼らの独自性が発揮されているのは、その霊性（スピリチュアリティ）を感じさせるナチュラルハーモニー（調べ）ではないかと思います。そして、さらに驚くのは、彼らはヒマラヤの国・ネパールのトラディショナルなミュージシャンともセッションをしているのです。ヒマラヤとアンデス・・・、やはり大自然に育まれた、自然との共生から獲得された共通の感性が存在するのでしょうね。上記の案内は、呉にて行なわれるコンサートの案内です。同じグル-プによって、広島でもコンサートが開催されることになりました。主催は、「身体・心・霊性、の総合的な自然治癒力を高める」ことを目的にしている、日本ホリスティック医学協会広島事務局です。





二〇一〇年十一月十二日・城仙泰一郎先生セミナー











本日、今まで日本ホリスティック医学協会広島事務局主催の「健康セミナー」を開催しておりました。今回も盛況のうちに終了することができました。回数を重ねるごとに、セミナーへの参加者も増加してきています。今回の講師は、広島パークヒル病院緩和ケアセンター長の、城仙（じょうせん）先生でした。広島で独立系ホスピス病院のたちあげを9年前に創始者的に始められました。広島における、ホスピスケアの第一人者的存在です。

そんな先生が、ご講演の前の30分間、がんの末期患者さんへの前向きなケアにも使われている、中国の楽器・ニ胡による演奏もしていただきました。先生の言葉を借りると、「ウェルカム・コンサート」でした。9年間で700人以上の方を見送ってこられた先生のお話からは、私たちが普段接っすることの少ない、緩和ケアの現状が伝わってきました。先生は、「生きる望みを引き出すのが、緩和ケアの最大の目的」と言われています。「安らかな死」を、迎えるためではなく、小さくても今日という一日を生き切る、といったことにサポートするのが、緩和ケアであると述べられました。

また、「友人がガンだと宣告された。どのような言葉がけをしたらいいのでしょうか？」との、会場からの質問に対しては・・・。「言葉って大事ですよね。」「まず、慌てない、焦らない、」という言葉がけは大切。その上で、むやみに「励ます」のではなく、状況に応じて、まず、「自然の流れを、受け入れる」、「人生において、成り行きというものを見つめなおす」といったような言葉がけが大切である。

また、死期を迎えた患者さんへの「音楽」や「調べ」によるサポートは、どのようなものが好まれるのだろうか？という質問に対しては、「二胡」や「和の横笛、篠笛」「ハープ」「フルート」などの楽器が好まれる。ピアノなどの打楽器はあまり好まれない・・。そして70歳代から80歳代の患者さんが多いせいか、「美空ひばり」さんの演歌などがいいそうである。

意外にも童謡や唱歌などは好まれないそうである。また、「千の風になって」は、一番ダメだしの曲だそうだ。この曲は、すでに身内が亡くなった方の悲嘆に共感するメロディーなので、まだ今日という一日を懸命に生きようとする患者、またその家族には、不向きだそうだ。

昨日まで、比叡山にいた。延暦寺で「千日回峰」の本とＤＶＤを買ってきた。今日の日中、ちょっと時間があったので、そのDVDを見ていた。千日回峰とは、「死からの再生」であるという。だから、行者は死に装束である、白無垢の着物を羽織る。荒行で、生死の境をさまようことで、おそらく、疑似臨死体験をするのであろう。仏の世界を垣間見るのである。だから、信者は、その行者の姿に「仏の化身」を感じるのであろう。

城仙先生は言う、「ホスピスは死に場所ではなく、今日という一日を懸命に生ききる場所」であり、そこで働くスタッフは、「生きるための希望」を共有する仲間である、と。千日回峰は、7年間で1000日弱の荒行をすることをいう。その前半は、自分の為の修行らしい。その自分の為の荒行を終了した者のみが、後半からの「他人の為の修行」期間に入れるという。ホリスティック医学協会広島事務局の本年から来年へのテーマは、「死と生を見つめなおす」ということにしている。

もしかすると、比叡山の千日回峰は、荒れた社会や人心へのホスピスケアの担い手を養成するプログラムではなかったのだろうか。そう考えると、城仙先生は、さしずめ現代の阿闍梨（あじゃり）的存在なのかもしれないな、と延暦寺の朝の勤行を思い出していたのである。


























二〇一一年一月・心を癒す花の療法セミナー












講師：林サオダ先生　プロフィール

●日本ホリスティック医学協会常任理事●バッチ財団登録プラクティショナー●一般社団法人バッチホリスティック研究会理事

ホリスティック医学関係の翻訳・通訳を経て、1992年にバッチフラワーと出会う。1994年より英国人ブロックウェイ女史の日本におけるバッチフラワーの普及活動に参加。英国のブリストルがんヘルプセンタープログラム修了後、英国バッチセンターのプラクティショナーコースを卒業。

1997年バッチ国際教育プログラムの日本での実施に関わり認定講師としてプラクティショナー養成に従事し、2003年総責任者であるコーディネーターに就任。日本におけるバッチフラワーに関する第一人者的存在。


●著書（翻訳・監修） 

「リフレクソロジー～手足による健康法」、「心を癒すアロマテラピー～香りの神秘とサイコアロマテラピー」（フレグランスジャーナル社）
「がんのセルフヒーリング～生きる意志ががんを癒す」（創元社）「バッチフラワーの癒し～日本での実践例と可能性」、ほか多数。



























二〇一一年三月二十五日・世界のホリスティックライフ（ブータン）











経済指数での豊かさを追求せず、幸福感を実感できる営みを大切にするブータンからの知恵を学びます。私達現代人が忘れかけている、自然の循環性リズムを基軸としながらの死生観や健康観からは、学ぶべきものが多いのではないでしょうか？

欧州や日本でも、｢幸福度指数｣が注目される本年。ヒマラヤの国ブータンの最新事情をご紹介します。

講師：清水正弘　プロフィール　●　日本ホリスティック医学協会広島事務局長●広島修道大学非常勤講師

※　昨年11月の幸福度指数に関する調査行時の資料や映像などを交えながら、ブータンの医療事情などもご紹介します。






二〇一一年五月二十六日　アユールべーダ医学セミナー











アユールベーダ医学の真髄を探る

講師：　カルキ・パラメソールさん　　プロフィール
　●　日本ホリスティック医学協会広島所属会員　　　
　●　アーユルベーダー医学　研究・実践家
　※　アーユルベーダー発祥地（南アジア・ネパール）の出身。広島でアーユルベーダー医学の研究・実践活動をおこなっている。

今回の講師には、南インドの伝統医療である、アーユルベーダの指導者、カルキ・パラメソールさんにきていただきました。カルキさんは、ホリスティック医学協会の会員でもありますが、ヒマラヤ山脈を抱く国・ネパールのご出身の方でもあります。20年前に日本の女性（広島出身の看護師さん）とネパールでの医療関係のお仕事で知り合われ、縁あって広島の地に居を構えられました。もともと、カルキさんは、アーユルベーダの指南者を輩出している家系のご出身でした。現在、御兄弟がヒマラヤ山麓の山村で、薬草園やヨガ・呼吸法の指導する道場などを運営されているそうです。

カルキさんによると、アーユルベーダがなぜ5000年間継承されてきたのか、その最大の理由は、「非常にシンプルな真理であった」ことによると言われています。そのシンプルではありながら、哲学的な根本理念をまるで禅問答のような講義の進め方で、やさしく解説していただきました。
現代の日本で普及している、表面的なアーユルベーダーの実践論を展開する前に、基本理念の項目でもある「セルフヒーリング」と「セルフケア」に関する意味の深さを知ることの大切さも話されました。アーユルベーダーは 「いかに自分らしく生きる」ための処方として息づいてきた、とも語られました。講義の中間には、休息と眠気解消も含めて、カルキさんの指導で「片鼻呼吸法」の指導もありました。



























二〇一一年七月十日　帯津先生フォーラム・自然治癒力の源泉とは


ホリスティック医学協会は、人間を「身体・心・霊性」等の有機的統合体ととらえ、人間・地球・生命の調和にもとずく包括的、全体的な健康観に立脚しています。生命が本来自らのものとしてもっている「自然治癒力」を癒しの原点におき、この自然治癒力を高め、増強することのできる医療や養生法の啓蒙・普及活動を展開しています。

ホリスティックとは、医療行為の世界だけでなく、生き方やライフスタイルそのものなのです。私達の『内なる環境』である身体・心・霊性は、自然や環境などの『外なる環境』との融合・調和なくして、美しいハーモニーを奏でることはできません。人間と自然との共生や、自然治癒力の源泉のありかなど、本願と悲しみの場からの視点で捉えなおす時代へ向けた指針となるお話を、帯津先生よりお聞きいたします。二部では、帯津先生による気功の実践講座を予定しています。
















二〇一二年三月三十日・清水事務局長による視察報告セミナー











二〇一二年五月十六日セミナー











五月農園セミナー











二〇一二年七月八日　帯津先生フォーラム









帯津先生への提案書・ヒマラヤ養生塾開設に向けて


自然環境の中での、歩行を中心とした旅プログラムが内包する、健康回復や健康増進に寄与する可能性について私はこれまで､山岳秘境専門エージェントでの十二年間の在職期間、それ以降取得した鍼灸師と国際山岳ガ資格での、十年以上の活動期間を、一貫して｢身体・心・魂を含めたホリスティック的健康づくりのための旅プログラム」を企画・実践してきた｡ そのプログラム実践の場の多くは､国内外の山岳･森林･峡谷などの自然環境の中であった｡国内においては､四季を通じた里山でのトレッキングや歴史･文化探訪プログラムなどである。海外においては､ヒマラヤや欧州アルプスなどでの､歩行を中心とした滞在型野外活動プログラムを推進してきた｡

｢自然環境の中での､歩行を中心とする旅プログラム｣は､歩行それ自体が運動療法にもなり､旅自体が､転地療法でもあると考えた上でプログラムを実践してきたのである｡ その現場経験の中で､「自然環境の中での､歩行を中心とする旅プログラム」が内包する､健康回復や健康増進に寄与する可能性の大きさに絶えず注目してきた。 
　　　　　　　　　　　　
私が実践してきた中での具体的な事例では、自閉傾向の二十歳代男性が､ヒマラヤでのプログラムより帰国後､外部環境への順応度を自発的に高め､すでに四年の就労体験を経て現在も継続中であるケースがある｡また､鬱症状の治療を受けていた二十歳代女性が､幾度かの里山でのトレッキング･プログラムやヒマラヤで旅プログラムに参加後､昨年春からネパールにてピアノ教師の職に就いている具体例もある｡

これらの事例は､ヒマラヤや里山といった場所での非日常的体験が、個人の精神的健康回復への転換点になったものではないかと推測される。 プログラムが内包する可能性は､なにも個人の肉体的､精神的な分野に限定されるものではない。｢自然の中での活動｣は､環境問題への意識変革の可能性を秘めている｡里山は､過去その土地に在住していた人々が､社会的な営みと自然環境との狭間で､どのような折り合いをつけて来たのかを知る最良のフィールドである。

自然と共生しながら人間が生活をしてきた時代の痕跡が､里山には点在しているのである｡ヒマラヤにおいては、現在もなお、自然環境と折り合いをつけながら霊性を大切にする生活が継続している。そこには､絶えず移ろい変化し､予測することが困難な自然環境に接した際に育まれてきた､人間の知恵やストレス回避術を学ぶ場面や機会がある｡そして多くの有機質な物質にて構成される里山や海外の自然環境は､現代社会における過度のストレスを緩和もしくは予防するフィールドとしても有効なのではないだろうか。 

旅プログラムの内包する健康回復への寄与は、社会環境への還元効果にもみられるのではないだろうか。日本での旅の歴史を振り返ると､団体による旅の期限は､江戸時代から始まる｢伊勢参り｣だったといわれている。｢伊勢参り｣は､地域の住人有志が集って､農閑期におこなう歩行巡礼であった｡幾日もかけた旅の道中で遭遇する｢非日常体験｣を共有する中で､収穫までの労働に対する互いのねぎらいと同時に､共同体への所属意識を再確認したりしたのである｡

さらには､旅先にて見聞きした新しい習俗、技能、情報などを所属する共同体へ還元していったと推測される｡同時に､日本の各地方からの巡礼者を迎える住人の側にとっても､経済的還元効果のみならず､異なる価値観を有する人々との接触が果たす社会的還元効果もあったはずである｡このように､本来個人の精神的安寧を求める目的であった巡礼の旅が持つ､所属社会への還元効果や文化交流促進効果などの副次的社会作用は､団体旅行の起原時より存在していたと考えられる。 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　
個別的な旅行為の効果が個人段階で完結することなく､所属社会へ及ぼす還元効果を科学的に解明することができれば､地域社会や職場社会における諸環境の健全化へも､効果の高いプログラムを構築する道筋がつけられるのではないだろうか｡国内外での、「自然の中で歩行を中心とした旅プログラム｣は、一般社会へのヘルスプロモーション活動として還元していけるのではないかと考えている｡ また、国内の里山でのプログラムは、職域､地域での福利厚生分野での活動事例としてや、地域自治体おける健康関連や町おこしなどの公益事業などにも活用できると考えている。 個人の健康回復・増進、病気の予防や生活習慣病対策のレベルにとどまらず、地域社会の総合的な健全化にも役立つのではないだろうか。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　
特に、ヒマラヤにおける「養生プログラム」においては、次のような背景と効果が考察される。まずは、ヒマラヤの｢場｣としての力についてである。約２億年前、ヒマラヤは海だった。ユーラシア大陸とインド大陸の大陸間プレートの移動・衝突隆起によってヒマラヤの地形は形成されている。そして、現在も微細な動きの活動を継続しているのである。地球上で最も高い山脈であると同時に、そこには、人知を超えた、｢おおいなるもの｣の存在感 や、地球の営みの「場」のエネルギーが集約しているともいえるだろう。

また、｢時空の流れ方｣としての力も感じられる。そこには、予測不能な自然の営みに、人間がそっと寄り添うような暮らしぶりが見られる。そして、まだまだ神話や伝説が息づく土地でもある。自然の循環に身を寄せた生活をする人々の背景には、秒針の刻む｢時間｣というリズムは存在していない。そして、その営みを支えているのは、人間同士の「絆」、という見えないセイフティーネットである。「場としてのエネルギー」や「時空の流れ方としてのリズム感」のある生活とは、言葉を換えると、「手ごたえのある幸福感を感じ取る生活 」ではないだろうか。そのようなヒマラヤでの養生プログラムからは３つの大きな効果が期待できる。

①　｢歩く｣ことによる運動療法→身体性養生
②　シンプルでスローな生活風景→精神性養生 
③　おおいなるものとの出会い→霊性的養生 

すでに、これまで個人的に、数度の養生塾をヒマラヤの地にて実施してきた。その主なプログラムは、下記のようなものであった。

①　一日３時間程度の軽いハイキング　（標高2000メートルの集落周辺にて）
②　ヒマラヤ山麓にての滞在（集落内の簡易ロッジにて）。集落内の現地の方と交流
③　ヒマラヤ山麓にての瞑想、呼吸法体験、早朝の湖上での舟上での瞑想体験
④　チベット仏教美術の最高峰・両界曼荼羅の制作過程を見学。宇宙観の説明を受ける。
⑤　アーユルベーダ医学の実践講座。体験的ハーブオイル・マッサージを受ける。

現在、広島大学医学部保健学科健康開発学講座の担当教授（小林敏生教授）よりの指導を受けながら、「ヒマラヤ養生塾」のプログラム内容の向上を検討している。このヒマラヤでの養生塾への取り組みは、次のようなコンセプトのもとに検討を重ねている。

　ヒマラヤや里山の自然の中での歩行を中心とする養生プログラム
　　　　　　　　　　↓
　日常性からの離脱・非日常性との接触 
　　　　　　　　　　↓ 
　心身・魂レベルでの安息感、癒し感、心地よい緊張感の獲得。 
　　　　　　　　　　↓　　 
　自分自身への新たな発見や気づきの時間と空間 
　　　　　　　　　　↓ 
　人生観、死生観、健康感、宇宙観、世界観を新たに構築する“場” 
　 
今後、日本ホリスティック医学協会広島事務局として、このような「場所的、心的空間としての養生の場」を、ヒマラヤや日本各地の里山の自然環境の中に求めてゆく活動を継続していきたいと願っている。日本ホリスティック医学協会広島事務局が主管し、広島大学医学部保健学科健康開発学講座の指導を受けながら、早ければ、本年10月にも「ヒマラヤ養生塾」を広島事務局主管にて実施したいと願っている。

帯津先生からの養生塾へのご推薦の御言葉を頂ければ幸いに存じます。まことに、勝手な主張、ご依頼を申し上げ大変恐縮に存じます。








三枚つづりからの抜粋











二〇一二年八月　森のセミナー











二〇一二年十月三日　宇土先生セミナー











二〇一三年一月今田先生セミナー











二〇一三年四月東條先生セミナー











二〇一三年五月カルキさんセミナー











二〇一三年六月ラーダ・クリシュナさんセミナー











二〇一三年八月河添みゆき講師セミナー











二〇一三年十一月宮城明子さん講師セミナー











二〇一四年七月壇上和尚セミナー











二〇一五年（三回連続講座）壇上和尚講師セミナー











二〇一五年（3回連続講座）カルキさん講師セミナー









協会発行冊子への寄稿文・その２

『関係性の“場”から湧きいづる幸福感とは』












ヒマラヤの王国・ブータンの知恵　

～近未来へ向けたホリスティックライフの実験場～　
　　　　　　広島事務局長　清水正弘


昨年は、ブータンと日本の外交関係樹立30周年でした。全国にて『ブータン・しあわせに生きるためのヒント』と銘打った巡回ブータン展が開催されました。私が初めてこの国を訪れたのは、1980年代後半。それ以来、地球の俯瞰的定点観測地の一つとして設定し、これまで10数回の渡航訪問をしています。ブータンはヒマラヤ南斜面に位置しており、北にチベット（中国）、東西及び南でインドと国境を接する陸封国です。

日本のように国境が海に接することなく、北は『世界の屋根・ヒマラヤ山脈』、南は『亜熱帯のジャングル』という自然の障壁に加護されています。国土は九州くらいの面積で、人口も日本の約200分の一程度の小さな王国です。30年弱にわたりこの国の変化を見続けてきた者として言えることは、ブータンは、『近未来へ向けたホリスティックライフ構築の壮大稀有な実験場』ではないだろうか、ということです。

「日本人はミラクルである」、10数年前にこの国から来日したチベット仏教の僧侶が私に言った言葉です。広島に来た彼は、原爆投下直後の写真と、現在の街の景観を見比べながら頭を悩ませていました。悠久の自然景観・ヒマラヤを背後に生活するブータンの人にとっては50年や60年くらいで、街の景観や物事の価値観は変わらないのでしょう。

当時のブータンの首都ティンプー近郊でも、庶民の家にはテレビなどなく、バザールでの会話や祭りの時などが貴重な情報交換の場でもありました。現在でも、物質文化が徐々に浸透していますが、学生や公務員は日本の着物に良く似た民族衣装を着て、学校生活や執務時間内の仕事をしています。寺子屋のような教室では、伝統的な文化や価値観がゆっくりとしたリズムの中で、次世代に受け継がれている光景を目にします。

先代の王・ジグメ・ワァンチュック前国王が掲げた、国民総幸福（GNH）という、近代化への速度を抑えた開発施策理念は、第9 次５か年計画（2002 ～07 年）を経た上にて、2008年に発布された成文憲法下でその方針が明文化されました。その柱は4つ（①経済発展、②文化的遺産の保全と振興、③環境の保全と適切な活用、④よい統治）。

この4つの柱の中でも、最も大切な基軸とされているのが、②と③なのです。簡潔に言えば、『山川草木・森羅万象を含む“風土”との共生の上に、先人らが築いてきた伝統的価値観』の基底を忘れることなく、それぞれの時代に対応させていく為に、政治・経済という外的システムを整備していく。ということではないかと思います。その成文化された憲法を縦軸とし、輪廻転生というチベット仏教の時空を横軸とする、世界で唯一無二の『幸せの座標軸』を設定している実験国家、それがブータンではないかと思うのです。

ブータンでは様々なものが『回旋』します。お祈りの際に廻すマニ車、お祭り時に鹿の面などを被る仮面舞踏、仏塔や聖地巡礼での左廻り歩き、そして善悪所業の輪廻という概念・・。何事も直線的・二元的な動きでなく、螺旋型のリズムが精神の深層部分にあると言えるかもしれません。また、ブータンでの伝統的着物は、見事なまでの染色デザインが施されています。

その手織りの現場に立ち会うと、ブータンの人たちの、死生観や宇宙観、幸福観といった目には見えないものが、魂の文様として織物の中に紡ぎ込まれていくかのようです。伝統的価値観というものは、口頭や文書で伝わる一方、生活のなにげない営み風景の中に螺旋のリズムで織り込まれていくようにも思えます。

昨年日本を巡回したブータン展では、ブータンの映像も多種会場内にて流されていました。その中で一つの映像に心が留まりました。それは、ブータン語（ゾンカ語）で『セムガェ＝（心が晴れ晴れとする）』ということについてでした。映像の中でブータンの庶民の人たちに、『どんな時にセムガェを感じますか？』との質問に、『織物をしている時』『娘の顔を見ている時』『親の手伝いをしている時』『バザールで客と話す時』『久しぶりに友と会う時』、そして『全ての生き物の安寧を祈る時』などの答えが返ってきていました。

即ち、「関係性の中で、生きている手応えを感じる時」に、セムガェを覚えているのだと感じました。誰一人として、個人の所有欲の為に、何かをしている時ではないのです。物欲などの我欲の達成時ではなく、関係性の“場”の中にこそ幸福感の源泉があることをブータンの庶民は知っているのでしょう。そして、その関係性の”場“とは、なにも現世上の人間関係だけではないのです。輪廻転生という回旋する時空により結ばれる、過去・現在・未来という生命連鎖の”場“も含まれているのでしょう。

さらに、その”場“は、人間という世界に終始することなく、生き物を含め森羅万象との関係性とも繋がっているのだと思います。そのことは、成文化された憲法の中に、『国土の60％以上を森林で保全せねばならない』とう一節が存在することで証明されています。その自然との共生に基軸をおいた伝統的価値観は、長寿を描いたチベット仏画（タンカ）にシンボライズされてもいます。この長寿絵は、WWFとブータン王立自然保護協会（RSNP）が発行した環境教育のテキスト冊子の表紙にもなっています。

これらの長寿絵には、生命が長く続くことを祈願し、鳥、鹿、木、岩、水、老人の 6 つの必須アイテムが描かれています。自由を祝福し不死である鳥はヒマラヤを渡るオグロヅル、鹿は平和と調和を現し、木は成長と繁栄、岩は不動の象徴です。老人を長寿のシンボルとし、水が生物界の生命の源であることを示し、その循環に関わる人のあり方を教えています。森羅万象との共生の中で、『手ごたえのある至福感』を体得しながら安寧の長寿人生を送る・・。この壮大稀有な『ホリスティックライフ構築』への実験を取り組んでいる、ブータンの開発理念と理想像は、すでに中世に描かれた長寿絵の中に塗り込まれていたのです。
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二〇一六年（三回連続講座）清水事務局長セミナー











二〇一七年（三回連続講座）野澤綾子さん講師セミナー











二〇一八年（三回連続講座）壇上和尚講師セミナー
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清水正弘



二十歳の時にダライ・ラマ十四世と個人的に出会った事が、世界の山岳・辺境・秘境・極地へのエスノグラフィック・フィールドワークへのゲートウェイだった。その後国内外の「辺（ほとり）」の情景を求めて、国内外各地を探査する。

三十歳代にて鍼灸師と山岳ガイドの資格を取得した後は、日本初のフリーランス・トラベルセラピストとして活動を始める。そのフィールドは、国内の里地・里山から歴史的、文化的、自然的に普遍価値を有する世界各地のエリアである。

また、健康ツーリズム研究所の代表として、大学非常勤講師を務めながら、地方自治体における地域振興のアドバイザーとしても活躍している。

日本トラベルセラピー協会の共同創設者でもある。




  
    
  


OEBPS/media/0000/0371/9287/5ea45ebb989a821e26da6de5ef76d7d2_tn1024.jpg





OEBPS/media/0000/0371/9298/62580f8f25dca2246cde0ea81fa8405e_tn1024.jpg





OEBPS/media/0000/0371/9309/a1982fa5f5140f348ae9a633a2b0ba59_tn1024.jpg
ERRBICTORET—5 4 = % 100 BARURT495 74— AGER)

JAPAN = 5
i e 20 BTG 7 REGER)
| MEDICAL
SOCIETY

U e

AFESEMT NEHO>TVET, CABMBERR. EATRBTHSIE. ThEMAL. CHE/OTUVE
F. BELHEERLTOPN TEBYFE A TRADORBENEOTT, EFMLLOBET, ThASFESRE
TEFINBE, BHRALY, B LLEYT FREAHTLENET, KURT(vI3Za=r—2avElk TOA
DBVIZFYFoFBEbYP. DORBAESEGIELTEIBBYLEMET LT ARONERWTEELIIC
HoTEBIEDO, ETHEMBAZA= S —aVEOVEDTY, ThEA—RELENS, BRELPCRSIEER
YARBEIZEY, SYUMBMEETE—DTRERYET, B, FELA L~ b RYARGHD, FIRTA
7 —2 3  DRBIZ OV TEEESE TVEREET, TOBRBREEIHD O TV B E T,

= BANI (EAEB) Sok - TR T 4 — @199 &, HEAER. STEHAE
S, 007 A ) £ D BIMBEFASLRIRICAR, ANASARR AT, 00065 117 £
PRI T RN L RV RIEICE D, ) A7 4 VBRI RO SR, KRBT
| OAEAEE L) 374 5 7 7 AR ARSI OB, E0508
| B, LomEnE SRR LS G RS sy s RRAT i DO
| BB BADZ L. BEORELOLOI LRSS LIRS, R X7 1 9723 s
B | v A h LTS, DAL AR, ALRARS AR, B
1

~ KYRTqyY-AZ2=H— AV ORR ~

t=dean

TR, AR CAN BT, i1 (LD
BRHSTHBARAS TR | e 5o sotnEn) OSSR £Estey.

X BARLTOR YA 745404, 4§ /8 8(8). FHEBRAL (HBLF & FHHL)BHFF RS,

5 5 20104 1 A 23 B()13 5 00 B8

R 13:30~1 -

25§ EEHEREX{L S—/XRBE A
®E § 082-234—1960 -

FI(—#- % 8)

ES

EfE E*'N}Zv-w7l§'$ﬁ§ﬁm5
AMEFBRATFIIELE
il 5 JRBIREYHESS,






OEBPS/media/0000/0371/9338/0da5eaa3aae7565625e3431c67972497_tn1024.png
’ JAPAN ~
HOLISTIC E ,& < -j—- ———— NPORARKMATIERER
» SOCIETY O ~

« 5;“ y M ) ) ) ) ‘

—VBAE

I TNTOELEMFRPEREEZEL KL X BTORERLOMNEVGFREE L=
BREROHL. SEMNOH U HBLREX TELASESONEL DHRVEE> TV

BRIL 26 RO & &2, —20) TS FVN~EY & Uiz, TRBD 1240, HEOMEE L
T Vv RA uRT v L REOH LTS b Y v 7 SEOHEEE L LTI £ LT, 36 RO L&
HREDIHEOEE LD, ARIEY, $% - BROMEL LTS E Lk, Z LT UEN»EE
BEL FBOY ¥ /N TELTREROHZHRTHET, ! T
2kDT CES ERRSELOR, RERT TELAZAFOLO! 7
ERERENE BT D LIEOK, BEMON AARRTT, R ME, B L HE, AL(’H#MM.
BOERE, FREAPLAVEVEBOVET, (PR

s Hesms oo | ﬂ:lhﬁév EEFREEM

: TEEZHERTIHLIRT —L\OEOH/Y SV TEE) (IEVX)
®H F§:20124506 A 16 A (710 18:30 &Y (WHIEEHBE)
OB/ : 500 4 (RRA) 1000 (—&) HBMADEIEMICLT A —MCTHRLBRL K&V,

Dk BRAKX—MFKLR : marugotokenko@gmail.comF V) RF 1 v VEXHBREE
OF 7 : KBRHERRRIMbEYy¥—  JREVIFLY 43 4) TEL 082-234-1960

m 2012E 7T ARET +—F 2FE  ~BRR—AECSFIRR~

RYRAT 4 v EPRESBROWRE—KELENIC ) FARTEARAVELET, NERAR. £E
OZMREARIC. KHNORBEMESLFELTVET,

OH WK : 7A08H (B) IRK&LY EMESSN XMi
o$mRk : 1500 (£R) 2000 (—4)





OEBPS/media/0000/0371/9348/2f07764cadb75464fce4fc6dbf86abea_tn1024.png
BEBOEN - 2oE RS

~ERSY-T—4y - INEERE~

BROWA) L& EQLFBIFNF—EBHTLIOTLE
IM2REHOECE - BRI THB L TLET. BROS
LIBE LTOI X —OEREMANORERS SBY FT,
BREARLDEESIVERORLEP. TOHYSLOMES
ARHEFELNBE LEVER>TOET, TROBHREEOKE
®ELTWE T2, KBRS L— FHBRIC X SMEERICK
YBRELEEISVILR. € LTRLBEOTOT S LHRR

K R 1960 FEFh ThTVSEADIESERE. O3 DEERVEONEL LT
LET,

KYRT 4 v EFRRERSHRE
AERXPXFHER 16 @HSWE
BRIMNS, REUSHA FERRE
OREEHL. EBAAORER-TO
[ - ®ESOSSL] ERRLTL
3. BROWEREOEH (EHFAEWL.
£ TITRE < TITRE_EXTTRTE_ T
BNl EAR) CRROBRDR
(FRy b, EXSY. 887,
IFIEFa. T—4URE) ERED

BEBELTLS,

ODAR : ZPAMEA LS 1883043 KY (18 WsBA%)

OBMIT : 10001 (XE) 150011 ()
o P EETERERb 2 — REBEC [LEAFEEMHi 6% 15, B3 1 082-234-1960

LR PRS0 S BINETEET,
KHEA : FRIHEAL ST T DEREFEEUL. BAKY 2T 1 » JEAGILEIFERO
EA=L7 FLAE TEHARRE,

W EE . NPORABFRKRYRT« v/EFXUSKEEHER 80
®E:090-3634-5991 (=0) e-mail ; marugotokenko@gmail.com
F733-0011 [RMHERHIIAT 3-5-9-401






OEBPS/media/0000/0371/9330/a9f242560e8bce3e089e22f773cff4e8_tn1024.png
JAPAN —
HOLISTIC - 7 —
MEDICAL >4

SOCIETY

RS, WREOME L ML TR 203 TR ¥~ RU- 2 EEEL. EEOKES REOEE
ERTEVIBERFTTH. BN RNRERET SRE. ERIC . RROB L RBERICEAT 55 2 THEE
BBENZBYELE, Thi, 2000 FiCA> TEROCEEE N, KEEODT R o OM 2 OREHIEE
TY. HEEAFEFHFORIMECHEEALBHERAZOLRBEFHE T, T OREERFRAZ AT

REWTIEE . URRE TRELOVRE AL TOL KO ROT. BROURZ B, B
THERCBETEET, B BEORIORRCHHERET 52U T, BERELCS
HORPRFMHTE, SEII. ARMERNE PURE  RSEE - TROLN -, 7 PRER LEEL
EFOKEA L. b THARFRE. BRASERHEML L OREEERCERC OV THRALEVEEVET,
V-2 ay 7T, 2EBOFLEEHBCMNL . REOLMRBEBECHMIET, (FLRELY)

I W [ T G vsL ER2U=oIRE BEREREZSRE)
FOT4 o 1049 BEBRER N, EEASESHERE EREL LTS
. TOMINE TORREHESE - BRI, FEBKRERLL.
VUETHSH. FARRHELSENL, RE 2 )=y Y BROBAE
BOBRKRAL TV 5. BBEHEFALREUTS, RO - FHOA
FEFHEERRLHD D,

OH 20124510403 H (k) 18:305&Y (FNERHLE)
OB : 500 (X&) 10001 (D

[ wa%mE : 082-231-3291 BFKUAT (7 IBFRELRBEN
O FEBWRRKRI(E Y 4 EETEERIHE6E 1S k0822341960

B )

| JEs NPOZEABRKYRT (v ) EPUKEBEER BN : #k
®E:082-231-3291  e-mail ; jhms@hiroshima-holist
F733-0011  [EMHEREIIET 3-5-9-301






OEBPS/media/0000/0371/9284/12aafc8f2258aaaf1fee4d73a996a74d_tn1024.png
B#FKIRT 1 « 1EXRELRFHREROTE—RER

WM7ANB(B) ®EIA—7L B #RR—%EE (BFFYRT 1 v ELUSERE)
MAM - 3R - &8 FHTELOERERER
138530 3~ KBEHSMIT 1800 A
EM8AR14B (1) KUYRFqvs -av¥h—F [FUFRHLOM]
HIVTF FLDREYFaFI-3a—Ivs - TL—F 144
16~ BREEXEtYS—I=T 4500
M8A21 B (1) RAFTRIFUOBRETOT by ) ANAF27 EARFRRH
XBEAL, HAEHRE. BRREANTOT by /X - FOF 5L
8K JR#NREOQ%RE  8500F
WM8R28-298 HOFTOREEIF— (137428) 3& - Filf
KEEIE, DLFEE. ROPTORBOFRE. BELEE
288 166 LBRHMBWOKS 15000 A
HOR 03B (&) HHEE-@EtIS— B S0%E
¥ MEMOF OB L) BILKPEPRERR
196~ BREERXEtYS—I=T 1500 A
WOAN-128 HORTOFhFyHIR - NAF2F (13828) IR - ZBfF =
KEMEIL, ROREEE, BONTORMBEL /(%27
118168 LERRHMHEAOKS 15000 A
WI0AIBE~16E BWE6ME - KEK - EXFYTORETOTSL (F/—LEM)
HETSVILROWHICTHEL. DEOREETETOT 54,
BIE. SH/FTIEMCLZEL,

K TFROTER. BAKRYRT (v EXRKEBERR/IHE - BHLTLINETT.

W6R6H (B) EARELOABERELEADDF by IR - YT —
MEREAE, HAEHRR. WO RILE/NEFEHIZT
1785304 JREIREO%KS 5500 A3
HM6A 198 (1) DLO¥E - EAFOHELERIC&IREECERKER
M EEREE S H SWFOMM S FTT.
1785305~ BREEEXt>2— 1500 A
HOR18B8~258 ZRHMYF1EFLERICT, REGBTOT L (RIL—EH)
MRN—ORFBEETL. ERCPTRERRLET,
HEIE. BHB (082-231-3291) FT.
WI1A20B~218 FEOE- J—2VI<TO. BERBRTIOTS L (T—4 VEH)
XERGEERICTHRNIZ>ETO MELORREL)
M. FHB (082-231-3291) FTo «






OEBPS/media/0000/0371/9282/b1083f28cd4f25c176dfebdd1ed9f751_tn1024.png
BERRYRT 4 v BEERR - EREEBRIEIFEN-LELE!

2010404 A1 H (B) BAKY 27« » JEZBESEEFRCHNT, KSPTHoILE
FBROBRL— MIFRINE L, [LBROBESIPESIRDKY 27« » JPESHP
EREE. EFHRCBAOOBIH AN A SRAGHHHSREOHRERBLIT, <

T733-001 LETHEERM)IBI3-5-9-401¢

NREBBO
TS : 082-231-32091«
e-mail shin.kokyuéhotmail.co.jp (EET KL X / 5HALYHT KL RFIT)

k- REEBRBOPOA VPR y TETRAVLET, |

MESEHFH T, Rilli€ ~> MEOER
R LEFE TV BRIF A
T - ARy TEBRLCOET, BT
RS-k kb, RUR RBEHREE
Y LY TR 2BAFERDTOE
V. BRI EHLTCLRIL T Z&w, -

WSS - BRI (K
REEY ) ALHRA K
REWSZX - FHRIST EF
[EESES N -5a ]
WIRT eV EFBEERER

(i) % W 5 gk - 280 F % 1 % 7o
JAABAZO7I—F 4% b= e i - e m
— - BREE AEERARHL
- 7Ovest ES Tea& Healing-
3 NPORANE — 25577 TA—Fon— xR
S R 0 VEF 2
RRT (o VEFBERA WEERC
_IbwEinhpe) # H KK Fo itk - SathlPe] 2 NI B B 7
F | 7avesear BRERIRE B
YT AT SR AT
JAABZXZOVIA—F 4% OEI RIS INTT
R
BHEC~A FE R 4 VEP R
AL WEER
KT 1 VEPGREAC 4






OEBPS/media/0000/0371/9314/57fe62c86296ceb64bd8642207e87d34_tn1024.jpg





OEBPS/media/0017/9244/jacketh4_large.jpg
HEAKXYR749 727






OEBPS/media/0000/0371/9301/6f003eeb8745951627f0c4a750d67245_tn1024.jpg





OEBPS/media/0000/0371/9322/87da3b98a4be2c0a2b1bb0b1c93df510_tn1024.png
iy g L

~H7 V7R EHERONR~

R RBEERINSTUB,
.El [ mlliﬁoﬁﬁlzﬁﬂ & !Ffiuglﬁooﬁiﬂ (EmEENLE)
OBIIF: 1000/ (RFD)  1500F] ()  EMFDHUHEICAT - TERLRH &V,

[* HAKX—WFKLA : marugotokenkoBgmail.com& U RF ¢ v Y EFBELE
O i e RSk - (RAEJIERLY 25 35y TEL 082-234-1960<

n ~HRER—EEC S DRA~

KYRT 1 v ) EFRSSROBRR—EEL LB 2 FERTHERDAVE LET. HERR. &
DTAREFRIC, SHORRERESFELTOET, WL, 2010 FIHEHE - £ZMI-T
HEML YA DBRESLTOESTT, ©

OB B : 7A108 (B) KLY GRRESSE X#% O 1500M (RA) N0 (—K) ©

ESMROWHEYAHIE, BOEEOE:01330-9-108769 BHAKYRT1 v EFURER-

AAKANPOEABARYRT ¢ v/ ELUSEBEHA WBE: 082-231-329 1%k k<





OEBPS/media/0000/0371/9344/3744d3aa73e4909ef2d015d4672ee7c5_tn1024.png
JAPAN
HoLisTic
MEDICAL
SOCIETY

©

% % ,t By + | NPORARARIAGIRPE KARER
~

ANE - RFAY=N K&

TF-aNG—F e BT T -
FIA—I) OB, EBEFDIST—L
G- F—EPORR - RMEMEST
BoTLE, MLOY FY—FELT,

BRDSESET—( EREBOW
PHETORBEDLEMEA TS,

F—aLTr—4 (EROHE) (&5 TN < REE,

HEDORBOLGREERIT DS AT -1 Tz —FOBM
TFe 7—ANTr—FTREATAOURICE 1B EHE
ERRTENTEET, RERSNTEL, BRICESCABE
£FBYAN, BATOEHOREEFILNTEEY, R
BE DY =ZXTRAIT Y=, HRE. ELTE—

VT EEPRET,

2015410 A 08 B ()
; [B55TTEHA
20154 11 A 13 B (&)

HERTORMHLELNTT A, —ELOHDRMLRIHTTRTT

RE:090-3634-5991 (=N) e-mail ; jhms@hiroshima-holistic.com
T733-0011 IKAHERHRIIAT 3-5-9-401

o 18530 8 )
OB/ : 500 (RR) 1000 (—#)
o B : KBHERKEKRIAE Y 5 — 3BARME T CHIH7 6 % 1 5. AS : 082-234-1960
Kk TN DK S Ta
KA ERFRHALECTT, TROBMEMEL, ARRY A7 1 v E¥HXLBEBERO
EA—AT KL (marugotokenko@gmail.com) ¥ TRHRAL K&V,
LI NPOEABARKRYRT « v EXREEREHR 84 : =0 - KK






OEBPS/media/users/0000/0015/2489/avatar_sq144.jpg





OEBPS/media/0017/9244/jacket_large.jpg
El 28 an U asae a i/
B Z e
INZENC IS IDERE






OEBPS/media/0000/0371/9353/42bf19f20687a70b800aebab014613c5_tn1024.png
JAPAN
HOLISTIC
MEDICAL
. SOCIETY

BE7+—74

RRlI0ER it

~KELELLOBEPOEZ D~

EYET

WD - WERR—E

FAZRREEERE, %
AT I EEREEE.
Bt —ETEEE
£ FRATEFHRZN

B BIE RS

T HAERNEHHE
SHERD R, ER
RS L ST E
1o B RIS
Tea ThB. EPAFTD

L e L

1T T R GE
W B, EFWL,

RURT ¢ v VEL R, AN THEK

i) FORWRERE
TR, SREL EERL
LT0ET, EGAFREBOLOL LTE TS TEAEMN) lL
DFFICEE, TOBRBRE @D, T 52 LOTEIERPREE
A YRESHEEFL T0E T, B URT 1 0o ki, EFTAOER
T EETPIA TR RS LEDLOROTT, HED PesR
BRI THHE O BRE. BRPRRLED MRS RE] EOME -
B LT, RLVA—E o E LRRTEEHA, AREESE
DFER, BRBHAOERDOS ) pRE, FEEELHDENHOBE
THRZ BB TEH AR FI88 L 20D TRAE LY BRIE L
¥, HTE BB LS SORBEEE FELTVET.

B 8 ¢ 20114075 10H (H) 1385005 & Bt
131F 30 53BHiE 16 FHE T
§ F o [BERRMARG ®H:os2-232-7211
EREAREEAN 1 TH 1§18 SR HREEH S ABTES ¢
* JRESSREVRATINN, £ LT 15 HOWMTT.
M 1500/ (&B) 1800 (— - FEY) 2000 (—H - HE)

dokok A TRE THERED b FECHHLARTE hokk
B LABHHOCT | @F - —RESHTHLARHETT)
BOEYEROBCEHARAESEAHTEL, TOBI. YRS - GF - SRAREES
ED) YA LEEBOA LT FLR - 74— 5 ADBRECRATEL, AR
(SBY LEL, FAERONSE TV LEEES,
SEFREOM: 01350-9-108769 HAKYZT4 » VELRAKS

B EfE NPOZABARRYRT 1 v ) EXUKEBFHD 184 - HK
WH:082-231-3291  e-mail ; marugotokenko@qmail.com
F733-0011  KMHER SRS 3-5-9-401






OEBPS/media/0000/0371/9316/af52e8d2530a31254c0b6b3e5215d5cf_tn1024.jpg
O BEEST— =

SGRIETY

R 7 DB

FBE . RUR-E%E

s s 6
®r o rmewwsiam me

b MO KIERAT . BHEHD (7] EWRT S

man

EROMIET. BHTO KRER) ELEBTEA. TN AGLAOEERSEOATIER

BEEDS. (WY 7 ORI LHLTOBEEVEESET, HADRATNLSHENLRTS A
B TRBEHL TR, DEN. HRE. REGMEN 0%~ LANKIITEARLTE
ShEMESSOBBETIOT, €U TECLEL,

oA NARE @ wmx
W GeNEEERRCE - SME
B MLBARE o emil - stk 082231-281 (BB
O eER . OR RR) 150R (8
* BRI HERHITHTALC L0, FNORLIAARLLETS,

EOII F01 AORE T+ —L ¥E|=

W HYAIRE o AW OERTRONE

18737 -LAT AR EBENT  ANLRTT~
W XEBESY: Lt7 <077y THE
B HNRUANE (D SmOADHEN

ok casERERREELI- 254
© SER . OR AR) IF (-RERY) SRURSROSARENAOE
® BLaARE el mgotcosolgmiLcon 00511 (KR





OEBPS/media/shimaneko_bccks.png





OEBPS/media/0000/0371/9329/4016acc0869715bee279947065f92e55_tn1024.png
20104 04 H 18 H E7 4+—F L

13:

13:

13

15

15

15:

@
7RYJ 5 L
305 RYRT 4 v VEFER - TRAREO B
355 BEROTIRE  HAKRY 2T o JEFHGREAERE R
1405y BRI
105y PR B
AR, AR BEL L 1704 — FK (RSB V)] «
FEMREF TV EE T, IS E TR D, W DD
THER T U ER SR AR S T ¥, ¢
RIS T ORIGE - FENGE) #2HCHBESE OV s 7.
I BRYC BB b, € DEGEREHIFE - FEBARE ¢
205 (NERSEET - EEDCEEHEC
455 ERHIEKT
KRR, ERUEER TR T CORBOGERE~OBEE S hE T,
X EEHEER TR, BRCTEBREOFEORF LB VET, «
1005y TRTS AT

BT 5 AR 3 . ZOMRY 2T 1 v JHRITER £ <2 bR & O
FEMRARELTEY &7, THLOTE. TaFHRA LT FLRAE T, T~
EANTLIZE, FRRE Y PP = 2 -2 ) = 2O A - Ll E BEYHL L
FET, «

shin.kokyu@hotmail.co.jp<





OEBPS/media/0000/0371/9296/890ad9acbc315290845d62a342c6a2ff_tn1024.jpg





OEBPS/media/0000/0371/9324/3f61113dc07bc56101541f30c575d5cf_tn1024.jpg





OEBPS/media/0000/0371/9337/26ea684f81bd4242e45bd37512e23103_tn1024.png
HEBRAIAT OBEURTREBRE AT
(1K WA R

BRMADSTO, BTESOL LEHT Y S LNNAT 5. MNEIES HIREL S5T SR
AT RE T LRS- 2 b TR EMOEIRET, £nbRR LR B E R
T EHEOEENME, ~KLTIRN & REAHLFIZ7 1 ZHED LI OLDORT S
541 EaE- RALTE

EOTEIDLEOROS 1 EIAOLE B G L ORIRROTTE o1
ERUERUTO Lok POBE KR D L THE, W BOTH, 7S TRRATAT
ARETO BEETLE LRGN Y
SLEMELTEL

[ARRROETOBIE LT BRTE IS
BRI L5 WA
WECLRERRRETTEYSASEHLTE R
DTHE. TORIHBORT. TERRRONTO
BITERLLT BT EY DL BT B AN
MRS S TR WA TS L

TS VIR0

BRI TS R CORBNEENTI, BRSO RSN T DT DL E ) WA
FA A OMEEE SRR T TR UM S TR AT THEY - X35 3, B
DR TS RN MERORUTO N L 2% TEIS AR LT ST TR SAL
B RS R LT T/ RO TSRS 3.

TRE DRI, LT SRR L S KATORE RO, BADIESRETEN DA AL
COTHRNPLIMERD. 7525 LNNET SUREH I 6 BADAIN AN TR
BLOTHEY. TAMOS ORI AARE~OEREROTIEE 01, DU AEEOLE
HELTORATH SRDET L ERNAL ORIIT ED 3 BIY 80 €0 TREOERIARD
Tin¥TBE,

B LS AMORIEE LTS R OMIN BUCHAELTOSOTE S, v SHBOTH,
RO LD, BRRALIY §0E 0w S REEXDIT SETMURLTO B, £2E1E BATES
SIEL TS IR AR RN N TS £ AMOES > b L2 B SHED
BEBD. T LTS ORRREENGE THRE B ELORI08 PRI BAESE BY SAE 03 1
AR LT 570 -k K2 LT RDEOTRENES S b,

3 71225 50N 8T SUNEE DTS, h
AR DBRARE L HERBOTHEOL

X 235, BETONCEREROLD BN

DR TR SE B PREY |

KoREODRTOE, PHED I3 HEDE

AR T BB Bt OB TS
S F BB P EROEETART BIRER
HRIESET 29T MM COBMENT S

Foons b0k BRI A~ ORRENE
BRELED LEOTHE.

(e PR TR 24 2)

@B R TARE LR LOWE, A W LSRR SRMIAERL Tl kLN S
B BEOSRA S DT EER ZEACNI L 2T SRHAEARD LS T R SMMRERT
BT ORI R TEARER DR Do T THE .05 K FRRADIRNERERD N
B e
R X ORI
HREORMRL ) BELTORL B2 505,

BRI AOBIN WARBTRRT 3
il AR T REDRE NI
BB LTI ARSI
B BUARONL & AROE 705D L
EWET BEOD EREDTHEN A S
B CO.TBROPTHTE B LER
FEFDLM, RO TET
ALEBLLTERL TN SO TR PE SR T B, BE. EAGRITOTEISLE, KK AKT
DRHBEAETOBENE LT, WL B SMMTLON B2 L X DAE SR LS EAT
2ZERATVB, WAOHNEE A FROTHCLERERIROL< 1L EEST. WERRD
RN L RIDO TS S b






OEBPS/media/0000/0371/9349/17b2aa99c0145f3c116300023eee64dd_tn1024.png
S YRT 1+ v I BBREBELEL

DBAYNBBLELEDNSARART, thed, MBI, iR, #1
R, HEM, ELTE D EFEOOBHVERH SRR Ty BRI
FTETREIR>TETVET, —EBR, 00FRHD, HHE, 2
3, WOBOOEAYEKRYIL T, RANERERYALTOBATO
K|OKIRTA/BERE TR RREEL, PAEILS, BFOE
FEPERCS/UOKRIRAT Y /BBOENDVT, —E B, BA
ERLISHIRAB I LRAEE N2~ —IHPIUNSRA. EL
THBOUS I E—2aVEBLTE: O IAFEORTF 4R =EE
(&, R BROMERRYTESL, ARLNOBEFAKETHAD
ho, 7AUD, BRICESNYDOHD, RBLAREMVEOBAYDIF
o, 24523 FFITARNSDNT, RIRTAY BB EHI=L
THRBELT, BB SHIFHTERI3EDL)—X,

BEIOo—N 5 : [ £ RYANTE
BRSBTS 201749 A 08 B (&)
OO A0 |SEBWASE | 3 . 1y 5y =35 v b RBLEROYTIE—Sa]
BAEMLE ORYRT < v I8W).
Oy HUMIXBNEHS 2017 % 10 A 25 B(K)
AOUeY STEHELR = " ey
N e FLLOBRYDRE I, 28IV 3V T FHT4RL
OLEXE
BAKYRT <y ORR/r7EREN 20174 11 B 14 B(K)
KRIBESH Y —=IAHERE,

OPAN : KPAME LD 18R 3050k Y (18 WiBALE)

OBMIR : 1000/ (RR) 1500F (—)
o B : ERHERERIbE ¥ — KRMdE  HTPEEH 6 % 1 5. Waf : 082-234-1960

X EEE AT BIENEOHIE3 SIS

Kk HA  FRRARSLETT, TROMKEREXL, AARY 2T 1 v BEXERILHEERO
EA—AT FUAETBHRARIEE,

u EfE NPOZEABAKRYRT < v/ EXRELBERR H%: -0
RE:090-3634-5991 (=A) e-mail ; marugotokenko@gmail.com
T733-0011 [KMHERHIAT 3-5-9-401






OEBPS/media/0000/0371/9328/fa2021644fc72f217ea40b52fd1e1811_tn1024.jpg





OEBPS/media/0000/0371/9283/1005b5887f2a5ad5bec6dedf154db7a0_tn1024.png
[BEKYRT 1 v EX R CEFBEREEIOYS LF

WOERE G ARGATAS - FERITPOCOESHAET) -

B RBETA—T L @Earurei s EELEENS0 MEEPLIIFATOET) ©
7ANEB @) #WPE—HKE @FFIRATA v VEFRSSR) CL5IF

AR 2 TAR - iR - EdR) £2CEOERERER
0WANE () WEAKRETT. BECL-TEAIE (B) FROTREOHVET, «
01 ATFaE WHIRETT,

SIHESE

B BEUEIT— GeroEesTEBInTLABDAEERC C LEPLIEATIET) «

SA198 () HuF -5Vt (EX590 - 2+4RR) CLBHTHWA.
RAML :  TKERDSOHE - 7-2ULTz—SAM)] «

9ANBAE @ BOPTRE EUAFATRESEYRSTRERD CL5IWE. «
AN TEHOFOMLAL ©

12 AdaE RERIRETTH, MRE I 201058 e LTOWYH) E7-3(Ce
LTLETOT. TNF— TG~ MIEPELTCLET,

B FARy MABARBHFE - FIREE R¥Re
6A13E (B) FEOREEFATZELDNDLEEAREIECT <y HENBIANELET, ¢
B 7UFRADE To44 ) asy—pe
8/ - BIIEES T77 FILEERIECIR: EROMDINTET: FUOERESBALET. ¢
B BADFTOT by IRNAF UG ORETOT S Lae
BEEENHTOLER b LADSDOT b v YRIRERDI Y. BADPERN\AFL JOEHT
ACET, BRERNOEETEETBETHIRIE EENE LTOLET, ERESETARUE
74 FHRIF LET, IDOETHROL TEML AL, «

SA5B (0 SRREMT) \EEEHD 1+ I HERFERT
K- LEEERRTRSY )=y VEER. REREATORITIE.
TR TEE LBRREXBEI=RILT by IR - NAF Y (AF AT EZHL

5U5) <

10 A8 25 EXSTOURTORER M1BHOT0IS540, «
10 AFaE LBRERT - LB U TIHET by IR NI+ GTBLICHERT)
11 AhaE ST - AT AR ATORETIOY 5L @R - 85h - 37 - ML) «

HKTUEY 2= OA)LEL (L RBAENRROBERHETT, «

K ERLSHC b, Bl TERGRN E/H2 C &) » MEEBRBFAOLH) ZBME Lickd. 1 B
FEEEEETOERIRE). (RETORLOOOEN) (PEMATEHTEH )T« v 7« ABIFRy D
=D REBEESADL 2 NBEL TV EET, SRCNESNE L, TATOREC SAIME) (TS
BNTEXTOT, FUTARIIEL, o, —BOBTH, AT FLAESHSELIIEONE, b
FHERHRL O EERNOIE TUOLLEEFET, TROSH/T FLAE T, HEA® CEh. JEmABEE
BEFLTA-IBE<IIZL, ©

Shin. kokyu@hotmail. co. jpe
@

e, MEBNDIABIRRHIES - THETI#E /2L, BE: 090-7378-7230¢





OEBPS/media/0000/0371/9310/057e7d1661b47ed3f440aba9279339a5_tn1024.jpg





OEBPS/media/0000/0371/9343/cf892f7190046747e91a4d3b673510f1_tn1024.png
JAPAN ~
HoLIsTiC NPORABKRIZF VB EASER
MEDICAL ~ —
" SOCIETY 5
vy ~N

BOLLAKROREF

~REYFAFNIFAIDETTEH ~

AMOBE RIS ? BERWEEREZHDATVEIOTLES . G4
ZERK, FLALDH RH AN RERZACHRLLEY FM3IF5
1ZHDFZEREHNTTIZ 15 FLUELRLTEYVET .

100 FRIZFEA I HRRAEHERLEDE T BALEHTEIEHT

| TEEEET HTMEXBNSOEIELE HEHCAOBORELEHT, &
HE R T 1955 FExh YDROMRENIC £EZBREAAMAMONTOETS,

MEXE BHRPBER R KO
BRICTRED, LEROREIMN. | EEICEMBENRELTLELRRAR REOWBLEDY
B, EHFRRCER WBSCTHE | T LOEBHOLIO—LHFELEE REICEY. AEOLRS
HR. RS RCSERMBCTEGR | B4, AESLORABILSL EITHIBYDOBYET.
RBFCTEM I BALLOPRARE | COTLOBAIELYRTLyLaLEAS BAICBREBTT
EROL LEEMRRERS W% | FAHEAE REEAEOBRKOMETHD REECTHHLL
BOSREXMSOURE LTAS, | BEFAHEET,

AV FRVAR—, A5 AF
TAURYLEA=S0 B | ZOAIRENSA TSR TRIRT 40954 IO ZOW
WRELT TREOORRY) (SOVTO EEELT, SHICEROEFIC SYRMAIBLEFER, DFYR
B BUTREER AACRENTT | CYFATASAIICAGT —BEBAETEERO>TEYET .
B FREORATSE 20 i1
BARREMATO (FYOPH &

EEL EPAEYFITLTA IAOMEONT RAELTLS,
FE REORD Tvo) TH/ HIE RERE ELCZYECR) BR. XR BE SROELS 4R

OF FF:20144E07 A 04 B (&) 18BF304r%LY  (18FFHIH)

OB/ : 500/ (XA) 1000 (—K)
o B : KRHERKRI 5 — BRARBE [R5l CHU 1507 6 % 1 7. M3 : 082-234-1960

& KEOMSEII—12014% 00 ARETELTOEY, ALEEEATINNEON I MIRBTEET,
KA FMFRBSLETT, FEOUMAREL, AAR) 27 1 v 7 REBRLBFHRO
E A—A7 FL Z(lhms@hiroshima-holistic.com) IZHBHAHL &V,

B i NPOBRABAAURT v/ EXREKEREHR #%:-0
RIE:000-3634-5991 (=A) e-mail ; jhms@hiroshima-holistic.com
T733-0011 KAHERRIIA 3-5-9-401






OEBPS/media/0000/0371/9311/6aba41e8c978b39b0422c1240024dab2_tn1024.jpg





OEBPS/media/0000/0371/9323/f562cd4120fe3398fdeec35e7ff2f07b_tn1024.png
R Y

A O\ S/
EARBCOBNEEERET. SREERE R B EAYICT 57— FURS0RT}-

HERRASEADITOS. BAOBRITUZLEERELEND
LEMTBRMPEETE. IEBEISRFEEENAEE.

R PRFRD S
DNE T B DTSB!

REEDHSLDTABOT
L. ¢

# UEE 11 A 17D S R 5, I T DERFWIL LT RALET
OH K:2011F0372H @ FRI9F0NLY (FHEHEILE)
OBINTL: JE (RE)  500F] (Y HBMABFRFACLT X —UCTERLAR (LS,

Dk BASEX -7 KL : marugokokenko@gmail.com kYR F 1 v Y EFHRLE
O i RSHAERRKESb Y 2— R BIERL Y iE5357) TEL 082-234-1960

W2011 4 5 ARIEE I —TFh  ~P—UR—YDEERD~
BT ST OEHMER - 7— LA~ SERORFEE, iy oT MR- TRALET.

SAN%E (@) 19KEY RRTERKEXEEYS— XSRE
AN - RFAYN GGREESR) OSHE @ SIA (R) 100A (—8)

KAKBERYRT ¢ vV EFREEREERD WE:082-231-329 1%k






OEBPS/media/0000/0371/9341/b826ffe0d7347a361bcd7918f69018fb_tn1024.png
#u‘u”s‘r‘.? @ }% a& + — . NPORABEART IETIS HEBRE
Msmcu

SOCIETY

FA9¥=VDHHES L

~ A FieNITT A ~.

T BT yH-

HABHT v~V ot ) & LEBIROY XA S DY RER.
IHOBREMY AhR bL v FEMBEDRIT T =TT,

HE. % BE. X PLoF i e RBERNRYARSh, BHAR
BRTVHEA R v~ Did, [HAT—FRFE 7 vy =)
LHEDRTVET, 51 BT v -Vl EEORHLY TR,
N T E o N, REBE o R K E M R, R
T o R SRR TOR T £ T, ThEOIEAL X
AERT Y-V ORBENA L, ©LT 7T oY=, 2404
AP K BEREMOT D EBME hi b Ehh 551 K0T
HevEDRD DL—3

sl o

AFHDE R =
[(Fass—n] * 34380 MNuat phaenboran) EEMICHERY 5 L3 9 100 UGAITY o9 -3
WERLS - KNEE M. KAT VY —TF | o M XA oY T, RAERT YT, RAELIE-RELFINTET L ¢

B AEMTELEEND, *; D TR 2.

2004% REA @ sART I RN OSTY)  ERE-

2006% 50vaz—#—T> PULIIA =TTIYeD) Awn REw2F-vA-2
PIEEATYH—) Oy bEe 08 aY) sB YR (Faued) HRI-R AANToT-sa-2

2009% 37vaz—fAE ®Lanna Thal Massage Schoo 1 (#2271 )

BE 54Ty9—TEICRRELTEY L S e

OH FF:2013408 A09H (&) 18WF3045kY  (18HFHHLE) «

OB : 500 (XE) 1000 ()
oiF P RSHEREESUbE Y 2 SREASERE (R BTEELM[HE 6 % 15, ®iF ¢ 082-234-1960¢

KA D FRIFAGSECT, TROEMATEUL. BAKRY 25 1 » JEHRLBHFHRO
E 217 F L Z (ihms@hiroshima-holistic.com) =HHAR &L, «

[ et NPOEABRKRYRT (v EXRSEBEHH 8% : -0
®&:090-3634-5991 (=0O) e-mail ; jhms@hiroshima-holistic.com:

F733-0011  KMHERANIAT 3-5-9-401






OEBPS/media/0000/0371/9325/31a1dc467e8aa63693a131281a02833a_tn1024.jpg





OEBPS/media/0000/0371/9335/616e07db53de4bd7b1e267eb257b97de_tn1024.png
FOPTOT Y IR -NAFVITESMERE |

BREEOT by 72 BEHR) . REBHH I YERNE LI RLLNAF T CEMLEEAD 7
ForBERRYRT 4 v VEFRSLEFBBR T, FENHFRER S ) =y S BEROPERELRELFITS
NET, IMFRAAVBINDH/OIEEAE LHE TORIEWREE RFVLLET. JOWETA

FHRIFFLILET, B-<KYESE (115) TIOT, POETHROLTENTEXY .,

HTAOE L THOREIE ERTY £ . RITELTFROWML TE £ th o RFOHTT, 1720, BOROBIISHIYET .

[RiERE] <

® B B : 5A5H () FHISKHEAS GRHR0) % FRISHARLS GRMR0) &
® 5 Fi : BRSEEH/N\EEED. ARNGRRESA, <
® Ehf : 7500 (Z8) 8500F (—) XERBWAIIT,
® B % : 0HEE X PAMRIERLLYLELEHYYET,
® HUAHAE : BEKYRT 4 v VEFRSLSFBRE
e-mail : shin.kokyuhotmail.co.ip 5% 090-3633-1748  C&7)





OEBPS/media/0000/0371/9326/10576fa2d261f479a6e996cb0d7a306f_tn1024.png
JAPAN —
j HoLISTIC ’/ 7 L\ BAHD 27 ¢y B
\ MEDICAL — "
: SOCIETY M 7‘ ; BEEHS WER=E

DT ORI

~NYFTFT=VATIREBRNT c APVAFT~

OH 2011015 20H (b)) F£ 13653053 4Y)  (RENERBESENICTESHH LE)
OBJII# 15001 XE) 18001 (W58Y) SMFmLEIFA - SE E ERAS T\,

* BEREOE01330-9-108769 HFKYRF 1Y /EHRELE

O i RSP RS 2 (JRIENIEREY 35 TEL 082-234-1960.

W20 R 3 AL I 7 —TE ~HRORIRT 1 v IS I~
ERSERE L LS ERTER by TLALOE - T—8 SORRERBERZ TR/ LET,

OB B : JANE (&) KLY LEFTERERXEES— XfilE
OR G : MKER (RRFERE) OSNR : &H (RA) S0A (—W

AAKBERRYRT 1 vV EFREEREER BWE:082-231-3291%%%






OEBPS/media/0000/0371/9350/48461adc9fca61c2e4d872a84584446e_tn1024.png
JAPAN
HolsTIc
MEDICAL
SOCIETY

o

N NPORARANATIEPES KASBR
Sl by
% ~N

BLLEE - HRAOBEHFLRE

BHIOT—n
HE RME TOM 1956 FEED
MEXE BFPHERDBR K
DW= THED, LROREIMN.
WE®. EFRRCER BB
BEHR. WS RCSEPBT
BTRBBFISTEN I HALLLD
ERAPEERD & L EAEREST S
2002 £ FREXWF OEME LT
A%, AV FRVHA-L, A5
SAFU. TAUBYES—5D
. FREET (MEOORAE)
EOLTOMRE . BARRKEMZTO
T Y OPRI EEUL EWOREY
FATLSAI~OMONT RBE
LTLs,

=FPH)P G4 - BEDEERD ~

BHROMMECLD. HROMLLRE, TORFEMHA 1T,

BB, 7AH 28— SOBDIBE., UM~k £ 5—THETH
LY RRROMYMHIISONT, THLURRF T, TH OMB S HRE
T, BEDSHWIHI BH 500 DI—IL 2y THRBSTUES, ELT B
B TAY a8 SRR E LTI 4SS REDKE STV
FTORMYEHITONT, STV, IFHRISEALMSS ELTLER
HESBOAMERRLIL—RA OB BRASYFT . WA, BXOE
RIEBNT, P HERBET IIHILTRION FOMELEHENME L, W
HRMERDS . BAREORELMLOBREER TVLREEES,

OPATE : [ - Bl

19004y Y =BT 18R 305X Y

®B/I%k : 1000 RR)

1500/ (—%)
o B : KBHARERILE ¥ — 3HALMEC

(B=ENTRIEM) . i - 082-234-1960

KB T VRN 0 H12 3 M BT R E T
KA WAL B LETT, TROBMEMERL, BAKRY X7 1 v 7 EXURILBFERD
E A—A7 ¥ X (marugotokenko@gmail.com) ¥ THRHIAL S HEW,

e

NPOZEABARKYRT ¢ vy EXRLKEREHER B4
RE:090-3634-5991 (=A) e-mail ; jhms@hiroshima-holistic.com
T733-0011 KMTHEERHUINT 3-5-9-401






OEBPS/media/0000/0371/9347/906a53c9d22a8fae2f0bd1e48646f94d_tn1024.png
JAPAN ~
jouisTie NPORABANIAT I EFLR EARBR
~ —
SOCIETY 5
V4 N

LihoFAMODOREZDIC!]

ROPZALETSTITR. KALLOMNMERNS S LHAYT
TH EREZORMED LERIEHTHLEOEY MEROH
YET, T5IC TRON) HSVIEALEVLOTT. SEO
ARMETERLCARD S TLESERLET .
W—EETE PREOEME KR, ARS A—J FL—=VT
O IREOE(BAEDIES)) LHRMLTOEEEET,

= Tl 3R MO0 TEH OBMEPOIS, 3Ta=
=2 aVITOVTHRTHELE S,

4 H=EETE. #) OROAHIOVT, RESHEREMEY

EEPE MEHTCLTBLTARLES,

BEES ks E2HOEY MEROD IS G LhERA,

AFANRE - FREDE - AHWRRE

E7/86ELTIEMEML. $<O) LA

RBFCERBERENTTEL. O

MBAFOFEREBRLEZETHY

Seysyva-rornzonsox | B=E: [KRADA] 2016 4 10 A 06 B (k)

FLEPY, BRERENLTE,

FO® R MR (BRI e
was, mER —semonsxa: | B=E: [F0N] 2016 4 11 A 11 B (&)

Bz, DEHORNERMLIEI—F >
7. EROFECRREDERT 2TV,

OPAG : KPAMELH 18R 300LY  (18RiBAHE)

OB/MR : 1000/ (&A) 1500H (—&)
o B : KRHARKKRILE 5 — KRME L6 HXH 19076 % 1 5. W35 : 082-234-1960

X EEREATHIRSLO K3 Tay

K*HA  FHHALBLETT, TROMKEREL, AEAR) AT 1 v/ REHRLBEHERO
EA—AT FLAETBHRARLIEEN,

[ e NPOZEABARYRT « v/ EXREEREHER 8% : -0
R|EE:090-3634-5991 (=) e-mall; marugotokenko@gmail.com
T733-0011 KM TEESIIAT 3-5-9-401






OEBPS/media/0000/0371/9342/f7fd7e954602cf4a1adf11b3f30ed228_tn1024.png
JARAN
HoLisTic
MEDICAL
SOCIETY

Qi BE

[
,{Z N + — . NPORABANAT OV
~

g s AN TN

BEHAF B 700m
(1969%) £¥h RERES (1997 %) B
749 MARBERETTOE XA VR 1505
Q08 %) &Y yora EHDE. T2 IHIA
L OUHY—ZIA. NS IATRAGREZOT
Yoga BV 2000 .Y HEER B,

QO124) 5 yoga Bk (2013 %) —MME

RAHSHERST ADE3— Q0138 A0 -
J4TznFUE - I HURMBEES—HO.
(UAIS05- ABE KEBHE. ME.

~EZTH DAT=A Yoga ~
FEOBERIZESS

Yoga EMIKEEATIA A=THBETULIM 7€

BRI, B DS L, IHETREESBN T - F
TAA—RRICETS Yoga HEED—FBTHHEL SESHBL TIEBUTLET. O
DAL ZHEOPTAY R EENT, ACESELBAETLS MBS,
BFSOLDOBLSELLDNTLEEODFHEL B, AMLANSHEETE
CEVEATIRER IS TUALEDRTLET, «

Yoga (I (CTHTEHMENE DRANERE LY BHETT, LEVHLLR
—AEIY, BOSEECY CRU-YT B BEBYEL A, SHOEER-ETS
PEEAEBEBUTLEET, RELI I IECLYLAOBEERY
EL. B508F0RE LOBRKELI—EERDSY SUBRBNESICR
STUKCETARDE SERREALET, ©

SECRTCEHEPOBE. Z. AW, BTALLONE-BIRTRLIDL
3. TNETHATURANL O FE LS RISy, 8585
EUHBE DI IBEBLIET, Yoga EHETBILTLOTHEANTS S5
TESEMTEHTEET. <

CEETHSITERI THE T THl THRE CHHF DM Yoga ECBNEH
TULEEET

FEME. RELRTUYALERE. WA,
sREIN FeEme
*i \

OH Ff:20134F11 A 21H (k)

10009 ()
oiF P RBHERRERSUb v - S BEARINE L BEEE (i 6 % 15

OBIEL : 500 M (£E)

) e e

18RF3043 &0 (18 WF(HL) «

ERE 1 082-234-1960

S ) OIS —MYB e,

KA D HEHARPSETT, TROEMEREUL. AR RT 1 » JEHGRILBFRHRO-
E X117 FL X (ihms@hiroshima-holistic.com) {ZHHHAR (EEV,

W EfE

F733-0011

NPOZABARRYRT (v EFUSERSHS 84 : —0
#®&%:090-3634-5991 (=0) e-mail ; jhms@hiroshima-holistic.com-
IEWTHEEARIIRT 3-5-9-401






OEBPS/media/0000/0371/9327/ef6f108e2a555bcd853ca34700796ad9_tn1024.jpg





OEBPS/media/0000/0371/9334/13d6785c8b71e07c2f8ddce850cbcaf6_tn1024.png
REANLDHE - 7—LILA—H A

W77 OGRERTHS. 71NN HIAROEELEETH L0 T ERADVBARD SBEL
IEREBEHEDSNTOEY . 1000 FLLEN CHRANE, Y FOBMEFECA, HOPTHREA
FIZHRL, BEEL, SWERELLGHSRAT SEE SHBBLTLET, COLILEEORERS @,

(22542 (D) EEERTLE UL, EXFVWROE - %/ (L OEBT vJ v—)Lav FEFER
B TETN. AFTREYFEMTIN. % - ULF+HFHNBOMC 8BS > TEFLNEOH LLEED
BEKDSN, €U TRERBOBEY 20 FCHI Y ESREEEDTEONBNLF 185XV — LS4 U2
) @ ELTH TR0 Y 25403 ERSCSEIhLLENBLhERA, -

BEOWET, 7-INN—FEFOER - BREHE LB, KAADSOHMBEAFALHRALLIEE
BIRTOET, 7o —F—t@ EE2H) THY EEHHW) ToHLMbLNELA, D
FEOLSC. WOHE, COPHIE. NEOBREIR L5LNLFSAOOREMLTLZ LTS,

ROMUHERUIELNZOTY., YU, 172U~ SAPIEHE] ELTHS<OBNED TRIBES
HELTHYEY.

BoELS - RET IS
B ¥ : 5A198 0K 19:08LY
% LehEREE Rkt % —
KRB & VS 2 SOEMTY .
® WM PLF-TAVLREES
® WE - 500 (&) 1000/ (—) <
HKLBRACTHILC
® WAHHE : XKEAHDLAHD,
email (T2 : shin.kokvulhotmai l.co. jp & T
WECTME = 090-7373-7230  FHHT
® ifE BEKRY 2T « v VEFBRLEEEBE
T733-0011 [ 65 7H75EC 44)1 18T 3—5-9— 401

TILF =185 Y — LSk

* FHOPFTOTEY IR -NAXUTEBMERE ! <

BREESOT by I WRHEFRE) O, REEHCBHOKLLNAF Y T CEMLEL A 250 - BARYRZ
T4 v VEFRLEEBER T PENHNRSEH Y ) =y VBSROPERLAEIERTINET, 7/ F
RAA Y BSNBHRPEEEAE L<HE, TORGERBEAERFOLLET, FOWENA FORIFLRL
TT. B YEHE (1HEB) TTOT, POETOROLTEMTEELT, «

® H ®H : 5ASH (5 FsHLER R ISHRIRABE

® 5 Fi : BRAKWH/N\EEED.

©® BhHE : 7500f (28) 8500f (—A) XBRBWIZET.

@ B % : 0E~SHEE X TAMRIIARBET

® DUAHSHE : emil : shinkodoulhotmail.co.ip I5H 090-3633-1748 Ak





OEBPS/media/0000/0371/9339/6161bb2202a5b227d601b19936774152_tn1024.png
J APAN
HoLISTIC
MEDICM
SOCIETY

}% ,k + —— . NPORABAMIAT IR S

A holisticn BRI E B

~IEBRT T BRYDRYiEA ~

L BETERFRMET  HRESE

[(Fr7+-1] e

LRSS
FHYEREERASER
TFRSERILIL RABAIINITHER
FRIFHLZRERARARE
T3 EALRT )\ E2 APT
FRISFR L BHRAE S SER
FRLBERILE S RAR
FARISFLL AR FRRFFIR.
ERYRT 4 v 7V E—R
AECED
OH K:2013%04 04 H OF)
OBHI% : 5001 (&)

igIcH 1 SEEEN T 7 OMY A

b, 13 4R, 251k 5 4 BT CHEEREHIC & 5 UL BT
(IEEEILED) (CRAEL. £ O T I 3 EERI Y 7Ic
BB\ B o 7o, BIHRBAEA IR T L EHBN I EE
THEE KT DAL L CEET B7= ORI E
H: B Lo SMERsET 5, HISEsEy 7 #5HE L.
BB TIHY Hldhbrc. 41 2 ERESHT
SEADERT, @2 DFEFUINITT 2723 THE—AFTH o7,
EFGELZL ., RllcEib, ST rstshlRcs
WTEBRIN T SRR RET S B0, WAl eh i
FRTVCNCIY RO, T HEE SHBOERE
LPBFRTEM T3, «
D& REHERT S D BICRREBATA I TR
I EEEBLID, BSOS TORFRO S0 BT
SELF, B LR $EEHLIENCE VAT VS, «

URBETEEROR R

18305y kY (18 EBHIE) «

100019 (—#)

oif i REHPEREKR b 2 SREASME L BT HE 6% 1. ®id : 082-234-1960

KA D FHHAGHMECT, TEOWREREUL. BAKRYRT 1 v JEHEI LSRR
E A= )L'7 F L X (jhms@hiroshima-holistic.com) 1= HHAM &V, «

o

m EE

NPOEABRARYRT 1 v/ EXUSEREHR MM :
®Z:090-3634-5991 (=) e-mail ; jhms@hiroshima-holistic.com-

T733-0011 [KWHEEERIIAT 3-5-9-401¢

=«






OEBPS/media/0000/0371/9313/5012377d92e9e09e3adb6fd4000f6609_tn1024.jpg





OEBPS/media/0000/0371/9319/aa924e0d93d7c0b6831bb72171967eeb_tn1024.jpg
JAPAN
i HoLISTIC
K MEDICAL
3 SOCIETY

4
>

RET+—7 b s
. t
N

WY AT ¢ B, NWE Dk - & i) SOAROTAMRE
LB AR MR EGOBAC G ET < AR, SRR RIS
LThE T, SRIARABOLOL LThoTS [BAEE) 0L
DRMCHE, TOBRESAE IS, MRTH D L 0T SERCRER
DR BRI L T0ET, R AT 7 ik, ERTAOUR
YR ERHOTA T AG A AEDLORDTT, HED [WR SR
2D T B S - - MRS, BRI O PR DIIE £ R -
IS LT, LA =— TS T LETE E A, ARE R

En SRR
BaRRrooERER
B
[
Bk aRBRERC Y
P —
smn RS, maoR
w
T

PR

kOB
Gz, B
mesEToARLET
s amem ]
amurss,

ocnn

DI, ERAE Y ORANS bIR 2 A W~

bR AR D BHEVE LR,

WO 2010M07A1 1A (1) BHRALY

o EMESRMARE W 082-232-7211
RIS 1TE 1R 1 Gk RS KT
*IRIRBEDACTHI R, 57 S0 1S HOTRTT,

T 150009 (RE) 18001 (- D) 20007 (- i)

LA feh)

S P i
w5 SO AT FVR - 74
AT S, WA RBEEA

AR TR LT,

A FAEIIN 01530-0-108769 BAKIAT 42/ KFRALS
X SCoBBLEAL 0907373 7330 Gus T 3T

s o

st
B 3 Sl

W GRME BOERIEIT— 5119 H (N D0ED S Evo vy ok AAKIE

WS DABMEEEIT— OA03H (B) 10WKY SR WIATATREMAFRATILR

BT DS i YA

b HEDoRLA RS S
VTR R EEITE Y S — GRBIRE D k2 ) T

BACKY 27 4 » 7 EFREKBEOLEE 090-3633-1748 GREHA: 5K





OEBPS/media/0000/0371/9318/919dae67faa2b7d0dbef399951c739fb_tn1024.jpg





OEBPS/media/0000/0371/9331/d58e5934f2befdfea365b26a94adacbb_tn1024.png
N e JAPAN ~ b
‘ BALISTIE E ,b By + . oRABRAESES
» SOCIETY Y ~

JORBRERRRS

N%%ﬁhﬁ@%%ﬁk &7 A TR~

WKERE 02l
O #EEsk FAYOH) ULFU LTI TRIEI BT SRR SR 1L, /S—FT—URT4—7z
VISTHREBLE. [0 TR IORRBT TH S ARM OBHAEOREEORFBMERSELLET,
OH B:20124£03H 30H OK) 18:3053kY  (BHE#HBE)
® BJIH%E: 500F] (RED  1000F] () s BMFLHUHIAT AL THHLABL &0,
CEIFEERTIRE L OF S RIS TR E Y.

[kE3ASE X — b7 KL : marugotokenkoBgmail. com B&AKY R 7 « v I EXBELESHE

O} i LB Rk v~ (JRAEIIERL Y fE 343) TEL 082-234-1960
W2012 %R 6 A B —=F A
TIVNTOEEGHBORREERN AL IS BTOREREOBAEVRBREI=— I BALRBER D
N SERMOHHBLREI TELASBSONBEOHRVESMELET,
OB 6 BPFMEE (RRGEED - RSLEER)
OH B5:20124605 A 168 CK) 1865305 &Y (WMEMH L)
2012 FETARET 4 TAFE  ~BRR—REC S SRR~
BAAYRT 4 ) ERRAREOBRA— L ERRIS I EBRTHDI 0L LET, RERAR. REOTRRE
R, SHORRERELFELTOET,
OB ¥ : 7A08H (B) UKLY LAENSE XM (FB) O 150A (RA) 000A (—K)
ESNROBHEYAHE, BEEHOE:01330-9-108769 BAKYRT < v I EFHREL

KAKNPOEABERY AT« v/ EXHSEREHR MWMFE:082-231-3291%%%






OEBPS/nav.xhtml

  
     日本ホリスティック医学協会広島事務局の記録　目次


    
      		
        表紙
      

		
        本文
      

		
        奥付
      


    


  
  
      ガイド


      
		表紙


		BCCKSについて


		総扉


		目次


		目　次ホリスティックという言葉とは二〇一…


		奥付


		表３


		裏表紙


      


  


OEBPS/media/0000/0371/9312/051826abf8997f21ec1d095ab082a05f_tn1024.jpg





OEBPS/media/0000/0371/9317/ce71d6204c194ff047c9f71914bcb499_tn1024.jpg





OEBPS/media/0000/0371/9288/743e6858239e5ad20d4cda912852ddd5_tn1024.jpg





OEBPS/media/0000/0371/9303/0890af3b17b109372e5179188518b818_tn1024.jpg





OEBPS/media/0000/0371/9286/fd3d83ec621e84e0ef7d4b7d81881d99_tn1024.png
JAPAN
HOLISTIC
MEDICAL
A SOCIETY

W 3% 98 BRURT4v0 74— AGRR)
B B 18ERLDT 7REGER)

~ BEREROBVERHL ~

ERniAERD, Mced

=
=

[ #I074- 1
BEEAT KU AEF TS

MR, RS RS,

0 T LY. KR DR T S FIWEE D3 RO RIS LT T 7L I —
B EBING T SORVIE  BHEF O T HIE CARO R TETNET . 7 U VT
KREOTY KL+ DA BRI ET —DH ORISR B S L, £ERBEAEL. Y
BREACEEERIARS TRAER] FBEUC ST, RROLHL. WA - EHFE - 1§
AP - ATORIREECRRSNET . REFELX. APREBET. BREWLA,
X P URREEENY . ) IIE - 3L BHRICH 52 BT, EFORPELL TV ET,
L WRICRS S, DA< BIMAEIT 3O TRRC. MIOBE STERRRSE,
KECERGDS T 3 THANEEA) ERD BT LT, MACHs RGP SR YRT 197 @
A (CHEU TR EF, SERL TR AV EOEFI TERY V%2 T AL UTHHX

RAAYELIE, DA
QHPE. RRBAT LA
BRI, U RTREER
P Tt Ds0 -, R
AT, TR
AL

4T

2007 FLE

RO BRAEROWEL . 27 1 Y AT COIIROIY HAE TRAL LT,

BB ;2009 % 10 A 26 B(H)13 B 00 5158
~15:30 BHE 16;

EES
28 : KBZATSY(FR)

£R : 1500M (£R) 2000/ (—#)

HMAY 1800R

EE : BRRURT o/ ESURERTER
AHETRESFHESLL

HEBOWE. 77 ERATE.

~17:00

EWERE 00007






OEBPS/media/0000/0371/9302/1a7384d5945620149dc8a1980ac15b3d_tn1024.jpg





OEBPS/media/0000/0371/9346/9251b45b98d13563a8304d4adca19a8c_tn1024.png
JAPAN
HoLIsTIC
MEDICAL
SOCIETY

o

‘{Z N % N
~ N—
& ~N

R RAT 4 v IRNBEDRAARAR

MEIOD -0

HLE M TN 1956 FEED
MEXY BHPBER BR 12 FO
WISTHED, WHRORBISMN.
ME. ERRRCFR WBFCTRE
R R RCSUPERRISTETE
ABFCTEM I BALLOPHAPE
ERDE LEWERERS 20025
BOFRELWSOEME LTAF,
AVEAYAO—I, FFUEFAF
TAURH DB =50 FR. B
WAL ET HEOOBAE) 2O01TH
WR WUAENER AR CRETT
W FREOMATHEE 10 F55 < HW

BARREBATO (Y OFR) &

~LOBRBEEASARMRE ~

DORBIEBADEFEDEIBIERDTLEIN?

BEEDOALR. BREVIAMEREREICLTIELF LA L
ML, AMERRTHDAREEET S CAREEDERIE. 5
RISEBESNILLCHEENSIFEALTORBEED>TVEE
Ao =B OMDIIE, EORMBRBICTFXASAGHDE, SHHRA~
~DERGEBREAZ>TVAIDTT . FAGDORBEEZDS
DEESAIDRBAAOMBGEM LWHIE> TV FEET

COBRBELBL T, LYRVABEEFTER/,. REVFaTLS1
TSR TO—BEhFET BEMO>THYET .

EfEL EBOAEYFATLSA IAOMONT EBELTLS,
FE REORD Ty T/ MK REREA TELCEYRCR) BE KR RE SKHEXT GR

OB : KPAEH L 183043k Y

(18 FEBASS)

OBk : 6500 [ (RA)

1000 A3 (—#0)
o Fi: KBHERRKREI( LY 5 — SHAKME L5 i HIiFAT 6 &1 5.

EE : 082-234-1960

0123

kA WATHRASASLETT, TROMKEEIEUL, ARF) AT 1 v/ BFBRLBFEERO
E A—A'7 ¥ Z(marugotokenko@gmail.com) ¥ THHLAHZ L K&,

n

¥733-0011

NPOZRABFKIRT « v/ EXBRLREHH #X:
RE:090-3634—5991 (=A) e-mail; jims@hiroshima-holistic.com
AT RIIAT 3-5-9-401






OEBPS/media/0000/0371/9336/a41254a4245fc0733bfde3f15a5db3a5_tn1024.png
JAPAN
HOLISTIC
MEDICAL
SOCIETY

BT +—T I

kAR

~BERRLA, NRDERZRNF—~PoERE~

o 1mua

W - SRR

FAZRREEEIRE BF
AT IETREEE.
Bt (- EF RS
£ RRATETHRIA
. BIRRRRSEE
EEEL LR
SuEEDREL R, ER
TS O SH
12 1 B EDRITS
oo OB, WRPAETD
BRI TIA BE
[EEDtrs Z e
WY, EFHL.

54 v SEFREE, A TBE O - B SOEMIRIEE:
A HiER - EGHOES A, SRRV ERELC B
LTVET, ERPERESO6DE LT oTV5 TEABRY 8L

i . 7 kS, RS 2 LOTE SERCEEE
DEE - BRESHERBLCOET. AT 1 v 2 L, ERITAOHT
TR, EEFPIL TREL LEDSORDOTY, B0 [P 2%
W) THIEME 0 B, ERCPERLRED MMe2ERR) & DR
FEMRC LT, BLON—Bo—2BTHIEETEERA, AHEEH
PREDIER B DEHDD V) 7 EEH LR TRALET
BRAAEN B & e B BEEE . WIREEL Y BEE VI LET,

B —ETE, BREECLARHIOERBEL FEL TVET.

B # o 20129ETH8H (H) 12 ¥ 30 5LV B
1365 00 5 BHiE 16 LT
B F o REBRERSEARYE R 0s2-232-7211
ESTEEMEAN I TH RS ER7  WREEE AT ¢
* JRESSREYNACTHN G, 52 LT 15 HORMTT
ENE 1500/ (48) 1800 (— - FFEY) 20008 (—R - HE)

dokk S FEE RO L FECBHLARTE kokk
FEHLARHRCONT @ - —RE SHCHLABHETT)
BERYVANECEESRAESRASTEL, TOMC, STYES - 85 - 28
£BIEET AW - I —TLOBRESRATEL. BWEY LEL PRAE
BOVBUTOREZEY,
EEAEIE: 01330-9-1087 69 HAKYRT 1 v VEFRALE

W EfE NPOZRABARRYRT ¢ v/ EFUSKKBSHD 184 : #K - =0 - R
®E:082-231-3291  e-mail ; jams@hiroshima-holistic.com:
TF733-0011  EAHERHIIAT 3-5-9-401






OEBPS/media/0000/0371/9315/f3fc88146d9a0a21216a72fb2b2e4aac_tn1024.jpg





OEBPS/media/0000/0371/9285/db4444c5460e3d15fb6968ee889d384a_tn1024.png
[BAKY 27 4 » ) EFREABAOEELE—- b

20094E10 A 25 B (H) BAfiE KB TORNET +—F A

Ed RS TSR
2 B EREBYRRTTY <AFREVT (110HINE)
Z&v7  EREERLY GRHE. L&) LBRXEY Gk, TE. 2010
BNERH 628 AR : 2B:21A WEVHLRAH: 348 HHEN: 7H
2] # 13:00 B 45
13: 30 JRBHRFER - KY X574 v ZEBAERE LR
13; 35 ERFERRLTO. BREHRE - HHL Y ORI
13: 40 J A ZiREG
16: 20 JRHAE T RBHET
(kA LEk - 737 — MEUY)
16: 30 HEUEE
16: 00 EEUGEHT
16: 10 JABHE D 5 OFEITEORAEL
128 TBRYRT 4 v ZHIEC O
1H TEARERGORE T + T4
4 TRESGERIGORET + -5 21
(BAERHZERTLCBL TOBRR)
17: 30 $BAKT. FEAEOZEBRXY .

RHET 4+ — 7 ABIRE~OMRHIMOTEBRE () PIkitmE

64 10H LBERREE~OELAY W - 7K - T - U

TA15H #E7+—72RFSBROBBHFEIROVT BRH - fik - FE - UM308E
8ASIH a7 Xk BITEAbERE ok - FHE - 21l

9A 02H BiIfEH 1 A¥HIOT vy 228 W - K - T - U0 - SR
104 16H ik - T - 20

104 2480 R - WL - Ol - 7ok - TR - 210

0A25H FHFRRy TI-F4 2T YRE - 0 - ok - R - 20

* LBEHRE. —HTHRLFDLT D, LBREIEEOEERS 34 (k- TE - 1) i3,
HRDMY OHBE Y7 7 EME LT, BT 9 AT OBTEORESEEC L TBY £,
Thid, JRBEW U ORERFSEEOF S 0. BRI ~ORCBRERLTO IR ROTT .

TRYZF 4 v VEFAOBOERE L] EVITAERPT ZE L. DUTOTHHERC,. WD
WHORE RS TG D& I ATKOBE UTOWHEL 0D, LBFBROBRI~OIRE LS
LR MERCH LSBT ET .

X® : EEERR Wk Eih





OEBPS/media/0000/0371/9351/1e33e0963467efc0d288a9bd89d82829_tn1024.jpg
D © © © © © ©

BB HSBEVIZEERE

KAL) AT 4 2774 7 DI~
K G £ L 1A X5 RN

Sl B KON B

WL, 72 L AON ZRER IO T
L BT T~ 5 Lt 2 51
¥ bR R~ RS S L
P AT S ORI, B0
U O M RID | DL
TREL. TR ETIORHORAINE LT
1.
TS VAHEC LTS,
F ). MERRTWT 4> F LAY
SR, (40,25 KRRHHCIET
¢ AATEORE €75 L TR
WO P03 BORR A R T
£FL WL AN < SLOBRT, ACLHADR
20070 BN RTRET, AR LD
COMDREERMOTERAELTARECE
T SRR IR AT 275
MBS A T
Wiz
AR S T8, RIS O
SRALEF<o HLAOMEIICA TR
T, AR, B TR0 i
BORBEHI AR 2 TR L, 85
ADBISRB 5 R 37—
DAL L THSOEROES 50T, HORMRS
BORMEEDSE DT 5. 0T
ST T, WO LY
SR TO RO R
AIRERONTLED 2 LA, BT, WU
IR L TR PR LA
DI BRI, PRI

RN REL TR, H7RDL 5 BRET
2, G PSS <0 £ L L0
RO RAN TS ARE L.

RRDE-27 507 SHLEAST
BRSO £ SIREADREES
AEMARRAEE, T X5 h G002~
200710 R LT, 008101 RS
EFTEOASHLLENE L, 04D
T @A DR B, SR
BRI DE D, <04 SO
TR RSN T SOR DETED
o,

AL, UK - SR AL
IO R, RS 2 AR
OUREENSE LB ENERORIEHES
T B IS I A L
BNLTUC, ELITETLE D, TORKIEE
ORI L R £ 7 L
DRSO 0 B 2
WL T SRR, 208~ T
ohzmsOT,

ERBING FERIBL B ?

B TR ONTILET. 53D
OB, S B RO RN
N LA TO Y B2, TR
SRR 11 R P iR
RS T W0 ) LHHHOTHE
BB LA B LA, £ T4
ORI, LB TORGTT (V5
ERTOET, EOFROORNE 52D L
T YD AR SO RN, SERE
R R O, A KB LAY
DNCHERERT AL T, CAER
B3 O DI TS . i
BB EHRRONAD ) LRI AE
nTVCEIRLRRET,

MR KRR~ i, 750
RESMEAALTRENTE LE, 2007
| DORMELAEED E LR T T

2 BT L 2= AN 5.1
DT LEDITTLE, MMDITT 420
EROAR B AT LA R AL ET
2 LORRC MIELTLBRMONER.
RO LT T
ERTSIALR K20 TLTATO
SRR LOB I TE T
ELE TEO5. MEONT, A TUS T
ARBUBIIC, LT AR T EORERL
2L
LD E LT MADTHRORBE,
LTOBRTR BT, BE EDRKOE

A=

RTIL S MEEOE O € ORI
HBBT LET— 4O ThE0TLE
5. LT EOMRNO M L, BELRI LD
MR TR AT, R £
TANEE EOIENG, BE B R
SEROU L TENTIEOTLE S, 25K, T
PHE AR RN 5 K Y
R L ORI ¢ T
rrmog,

E0C it RS NRBEOPE, RO
VUL TREBIEE S 10
S L TRBIER T ET, TOANED
SR I 0 N, R
Fr MU ) R A KENT e
e
AN R RARAOT A O
HottoTvat.

CnBoNaRC, BRI S LRI
LB Bk EAD 690807 47 L
RONTUES, ANERRLBETHE B
FAEMEE ST, METRERRERL, K
BRI, A ERORRTY. EATLED
SALEL ABEROTAONTES S L
L. EOMBERDE ADE) HER TR,

AR EOIEDNT, TR OBSER
BRI RO RS . =
UL %7 ¢ 497 47 W AR
EHORATI S, 75 oML,
T RO AT
roet






OEBPS/media/0000/0371/9320/989156da54b9ceba4409e632f504f7f4_tn1024.jpg
me

eR22% 10878

= B

B

<fpuie” DR
RGNS SRR O
RN <HEEUSLAME
SUROROURUB NS
D e

A IESEE OIS NS
AESESIMNSUSNE
REROE KIS W
TR S04
Sope

ARSI RIS R
MAODS DRNCL]
R LI D

S| —reeumazuow o

VIS S ORI
VE<ECHIRON LS

USKARRM OB

o

- ELENTED

B0 DU B4 wAm B
MM@N SR TG LSRR

S RBROSTE i AR R0 o ”
S e PR WSEROED

REDUCSMNAURIAIL g
R WeR BEh—hEal T

bt SETRLY

DOCHHSHURL N2y
¢ i ERAIROETT R
ORSL B ODTHTISCE T

o Moo e
CMREEROELR LI
sl
: e
o EwomRe (<
. PRy Erenin
cugnt (PSRN © Wl e OSRREe) LBe° Fit
S35 HRIMCSORK KBS SUABRERH
AT TR SIS0
e
¥ SROER S HBoe| neRvse
S0 PR e i <EOLEERL
BlomcaTRE | sk D

| momEmnEk yamee— O

&
wht





OEBPS/media/0000/0371/9306/b037c9b3804bac7ee8a70cbf2d9cdd69_tn1024.png
&

CIC.AY

4

a0 -

[ KHINURT 1 9 JEFBRSIMTD. KURT 1 v2 « IV~ hEldhk
MURF ¢ yDERER. BEHRBWORE, ZUT MR ITIHCLENTART, £
EBTELTAEERTRDY, BOBENRICUZBOESTY. ESRSTIES. €5
2, BEBIRLOTRIF - S SRORERLEL, FHNRODBSTBEIEIT
KOREBELTIET. Y9(ORTSREUF 3 PAGHAL, EAL (BHOR) TR

\ BERBOT BOTT.

Hl-IBOIIN &
Eli EOEERED

FFIPHT TEHR W
T B LLSBHTT,
{12196 B SO RIE

155> TZ 07 FITRES
N oL EsFerEs
FEUL, WAIDT FILD
A7 T7A DU THE
AN ITE. EED
TR T57 FAORKE
FEBBILT, 7T
57T SRMITRY
ANIRBORENT H T
ST

P, Forob : —RA500H - FVRT1Z7EFLE 4000 A
RGNS 2010. B 2% : BRHTERRRX{LLYS— 2597
Pi%:16:00 . G THEE 4 58T € % 12 TEL:082-234-1960
moroo | 8 Al R e

BRI — ) R R )RS LY B 253

£ GEREMILL £,

W owoms MBUEDRAKE : HERSOEES: 01330-9-108760  HANIAF s EFHALS
ARSI EP B HERONEBFETF 7 /PRASWRAHIEE, ZOM, BEHE. K4
it A WaEE T, R IA—N T LR (87 €A

BESER
Mu&b¥ : marugotokenko@gmailcom  090-3633-1748 () 070-6979- 5650 ()






OEBPS/media/0000/0371/9333/c01b9efdd246bba5e96b33c48ce16ce3_tn1024.png
. 3 JAPAN ~ !
HoursTic E; ¢k < + —— EARY 27 ) ERER
§ SGCIETY = ~ B

R TORARROAR Lk

~EETRBENSHAERIH ) BEEROZHE~

e SEPEE TOI1—)
1953 £ 3A208 LEMEFhe
1980 £« BERRBAEATEFBOAFDREAEAX
) mgo

1980 £ LEAFEFH AR HL THHE:

1987 SN R EIE. D418 2R 28
5B P S B B

1988 - FINPEDBRHERR IRE. B CE 3

1997 FA(E s A= RAA ) S —BIRRR
ZHHE), 1K (FAF)  EAVETHE

1998 & A RGRAA 182 —BHE) THE ROYAL
LONDON HOMDEOPATHG HOSFITAL [T ¢

2001 £ 38 CPHARAHDZER
Ko 92F —FRBERRE

2008 & EEBETERERT - RAREFRITRE IR
EDEFEEHIRLIRAR

OH 312013701 201 () ‘FiR 188530534y (FMESH BE)
OSIII% : 5001 ()  1000F] () sEMBFLMIBIMLTEE - XL TEHLRFH AV,

[* EAEX—NFKLZ : marugokokenko@gmail.con kU RF ¢ v S EFRELEE
O P BTN s (JRTEJIBREY T 34) TEL 082-234-1960

BH LIAASERRE
*HBFKYRT ¢ vV EFRREREER BE: 090-3634-5991x%

#%: 20 (5F<B)





OEBPS/media/0000/0371/9332/dce446cf6ed628804feebb72d417fec6_tn1024.png
o
<3
8
m
o
2

%@*T:Mﬁ{&t : '}",

AV FOEREFEICL, JOPTHAL ABERRL, ERL, SRERELLGHSRAT SEELSHES
LTLET, COLSEREQOEMRSW. Y2747 (M) ELERTLELL, EXTVLEOE -+
RoLOBEHT vJ v Ay FEFENDTESN, BEQ, RBOBETHTY 7OGRERTHD, 7
SRR I OBEEBESNTOBNLF -S54V —ILBA 28D (. SLTH HARDY 2547
ERESESTHLLENG UNEL A, TABET T PRSOBEOR CHEMD, BOPTHEE BE) T
LT, BARDSORBENT (BUDI CEOTEH, BEEIS—ATENLSL, ©

COBOPTOREE IS —14, A5 A 19 BIBHEL EUT, 7—1~—SAPERE CERITORBE ST —- Hb+
ST OWETN IS LTT, SBIL TORIRE LT, BROPTO IS S LERBUEL e,

* 0554 GEORRAMLLICT, SPEEHDARMLSHY £TOT. STHFIL)
1THE : REICHER AT AGOR. WEEICTHALEENS, 7Lk~ — SOBEIEICON TOME
FREIT. OB SMEUMTOBRZL. - VIR IMSETELTOET .
2BE P AFECERUELOEROPE, 2T -1 —HEFELTOET, BECHIL LD
SORRELEOREERE T, MARIL, BHERAT, FOPTOLF (72 aVEFEL T
9. TOR WREOHTIRY TOPERELLLS, NLHREOSEERE &7,
HODT, BRUERNTHSBBBIARR, LHRETSATRY 27

® 8w : sABA (D AE @) © B B GEREN - AOATRHAR

LS BABE () FRIGHEA IR I SRIAROAS V55 7RIS RET AL,

® MG NNF-SSAU-IE @ R IS00F CRR) 16000F (D) 1898, MEFIST

® Pagik:  FhilCSERREUNRAR <7ES L, iRYIAGH OO Feoil Y T
B OFEES : 01330-9-108769 DR : B4R 27 « v JEPHRLE

v RI&P% : emil (CTId :marugotokenko@gmail.com T &7z, 090-3633-1748 kT
v i BEFERYRT v VEPRSLEFHS T733-0011  [LEHFEEEIB3-5-9-401






OEBPS/media/0000/0371/9340/a4d970beae99979ce55dbe11dc1b1e57_tn1024.png
JAPAN N ! - - e
HoLisTIC ~ —— . NPORABFNAT VETHS S EHS
MEDICAL > ~

A SOCIETY

hoEbAAY PomlistichiE ik

~BEBSLOPDTFT—LILTz—4 - Bk~

n 0)' JJx {AY K

AFFRERE REOU I IS G, 7 SRR B5-TE
15, F<EADALTTRLEHS B, B ATTEBHFELIL L
UBBLDS, 1 =5~ Uy PAERIL, HBOHEERHELIAEDS
Ak FEOELALTRE DL TREADLICRUAL -2/ A 2D BEE
BELT ML=V SEBETIEAVAZMIAA—THBYETH, BhhH1E
TURLATIIL — (320 S 20\~ TR SIS AAB P 1B 2
BATEIAD) SV REUR B ODEFEYINETT, ChET -2z
—HERETI, ERRIBOREETHYET, UBEEBLTHL —HED
ERDBYS, TRCEDDIXILESER TE AL BB THYET . <
DIRET U R LR BB E D TL

Ea S UPEY ST | 3

(Fa7+-1]

T
FRI&E S INT—FoBRERMXRKERHE
T 2
TS 1 R - BRORA YN R
FRUE ARRIY—5—f YRy ) RERD.
O

FRUE  (UFHEE S-505RME

OH BF:20134E06 A 06 H (k) 18K 304 LD  (18HFLE) «

OBNE: 500 () 1000/ (D)
o Fi: REHEREKEUb R - SRR LB [#ET 6 3 1 5. B3 1 082-234-1960<

KA FHHEAGHKECT . TROEMEREUL. BAR Y RT 1 » JEARRLESIFRO
E A= )L'7 FL Z(ihms@hiroshima-holistic.com) (ZHHAK FZ& V>, «

B I NPORABARKRURT < v/EXUSKRERR H%: -0
®E:090-3634-5991 (=0) e-mail ; jhms@hiroshima-holistic.com-
T733-0011 [KMTHEEGIAr 3-5-9-401






